
沖縄県立

学科・コース

学年・学級 単位数 単位

教科書

副教材

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

４月 式を，目的に応じて1つの文
字に着目して整理したり，1
つの文字におき換えたりする
などして既に学習した計算の
方法と関連付けて，多面的に
捉えたり，目的に応じて適切
に変形したりする力を培う。

〇単項式や多項式，同類項，
次数など式に関する用語を
理解している。
〇多項式について，同類項を
まとめたり，ある文字に着目
して降べきの順に整理したり
することができる。
〇多項式の加法，減法の計
算ができる。
〇指数法則を理解し，多項式
の乗法の計算ができる。
〇展開の公式を利用できる。
〇式の形の特徴に着目して
変形し，展開の公式が適用
できるようにすることができ
る。
〇因数分解を行うのに，文字
のおき換えを利用することが
できる。

〇式の展開は分配法則を用
いると必ずできることを理解
している。
〇式を１つの文字におき換え
ることによって，式の計算を
簡略化することができる。
〇複雑な式についても，項を
組み合わせる，降べきの順に
整理するなどして見通しをよ
くすることで，因数分解をする
ことができる。
〇式の形の特徴に着目して
変形し，因数分解の公式が
適用できるようにすることが
できる。

〇単項式，多項式とその整理
の仕方に関心をもち，考察し
ようとする。
〇多項式の乗法には，数の
場合と同様に分配法則が使
えることに関心をもち，考察し
ようとする。
〇式の変形，整理などの工
夫において，よりよい方法を
考察しようとする。
〇展開と因数分解の関係に
着目し，因数分解の検算に
展開を利用しようとする態度
がある。

４月
5月

中学校までに取り扱ってきた
数を実数としてまとめ，数の
体系についての理解を深め
る。その際，実数が四則演算
に関して閉じていることや，直
線上の点と1対1に対応して
いることなどについて理解す
るとともに，簡単な無理数の
四則計算ができるようにす
る。

〇分数を循環小数で表すこ
とができる。
〇有理数が整数，有限小数，
循環小数のいずれかで表さ
れる理由を理解している。
〇有理数，無理数，実数の定
義を理解し，それぞれの範囲
での四則計算の可能性につ
いて理解している。
〇絶対値の意味と記号表示
を理解している。
〇平方根の意味，性質を理
解している。
〇根号を含む式の加法，減
法，乗法の計算ができる。ま
た，分母の有理化ができる。
〇分母に根号を含む式は，分
母を有理化して扱うことがで
きる。

〇四則計算を可能にするた
めに数が拡張されてきたこと
を理解している。
〇実数を数直線上の点の座
標として捉えられる。また，実
数の大小関係と数直線を関
係づけて考察することができ
る。
〇根号を含む式の計算につ
いて，一般化して考えられる。

〇今まで学習してきた数の体
系について整理し，考察しよ
うとする。
〇根号を含む式の計算公式
を証明しようとする。
〇対称式の値の求め方に興
味を示し，自ら考察しようとす
る。
〇循環小数が分数で表現で
きることに関心をもち，考察し
ようとする。

５月
６月

不等式の解の意味や不等式
の性質について理解するとと
もに，不等式の性質を基に1
次不等式を解く方法を考察
したり，具体的な事象に関連
した課題の解決に1次不等
式を活用したりする力を培
う。

〇不等号の意味を理解し，数
量の大小関係を式で表すこ
とができる。
〇不等式の性質を理解して
いる。
〇不等式における解の意味
を理解し，1次不等式を解く
ことができる。
〇連立不等式の意味を理解
し，連立1次不等式を解くこ
とができる。
〇絶対値の意味から，絶対
値を含む方程式，不等式を
解くことができる。

〇A<B<C を A<B かつ
B<C として捉えることがで
き，不等式を解くことができ
る。
〇身近な問題を1次不等式
の問題に帰着させ，問題を解
決することができる。
〇絶対値記号を含むやや複
雑な式についても，適切に絶
対値記号をはずす処理がで
きる。

〇不等式の性質について，等
式における性質と比較して，
考察しようとする。
〇不等式における解の意味
について，等式における解と
比較して，考察しようとする。

7 第3節　1次不等式
①不等式の性質
②1次不等式
③絶対値を含む方程式・不
等式

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究（絶対値と場合分
け），補充問題，章末問題
を取り扱う。

5 第2節　実数
①実数
②根号を含む計算

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて発
展（２重根号），補充問題，
コラム（循環小数を分数で
表す）を取り扱う。

月
指導
時数

学習内容 学習のねらい
評価規準

評価方法 備考

6 第1章　数と式
第1節　式の計算
①多項式の加法と減法
②多項式の乗法
③因数分解

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究（複雑な式の因数分
解）や発展（３次式の展開
と因数分解），補充問題を
取り扱う。

主体的に学習に取り組む態度

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切
に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や
計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的
確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，
社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決した
り，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

科目 数学Ⅰ

新編 数学Ⅰ　(数研出版)

　Study-upノート　数学Ⅰ＋A　(数研出版)

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的
確に表現する力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目の目標

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識で
きるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点
及び

その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現

数学Ⅰ 年間指導計画表 久米島 高等学校

教科 数学
普通科(Ａクラス)

１年２組，１年３組 3

令和 5 年度
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6月
７月

集合と命題に関する基本的
な概念を理解し，それを事象
の考察に活用できるようにす
る。

〇集合とその表し方を理解し
ている。また，2つの集合の関
係を，記号を用いて表すこと
ができる。
〇空集合，共通部分，和集
合，補集合について理解して
いる。
〇ド・モルガンの法則を理解
している。
〇命題の真偽，反例の意味
を理解し，集合の包含関係
や反例を調べることで，命題
の真偽を決定することができ
る。
〇必要条件，十分条件，必要
十分条件，同値の定義を理
解している。
〇条件の否定，ド・モルガン
の法則を理解し，複雑な条
件の否定が求められる。
〇命題の逆・対偶・裏の定義
と意味を理解し，それらの真
偽を調べることができる。
〇対偶による証明法や背理
法のしくみを理解している。

〇条件を満たすものを集合
の要素としてとらえることが
できる。
〇ベン図などを用いて，集合
を視覚的に表現して考察す
ることができる。
〇命題の真偽を，集合の包
含関係に結び付けてとらえる
ことによって考察することが
できる。
〇命題が偽であることを示す
には，反例を1つあげればよ
いことが理解できている。

〇集合について，それぞれの
特徴や関係に合った表現方
法を考察しようとする。
〇3つの集合についても，和
集合，共通部分について考
察しようとする。
命題と条件の違いや，命題と
集合との関係について，積極
的に理解しようとする。
〇条件を満たすものの集合
の包含関係が，命題の真偽
に関連していることに着目
し，命題について調べようと
する態度がある。
〇命題とその対偶の真偽の
関係について考察しようとす
る。
〇直接証明法では難しい命
題も，対偶を用いた証明法や
背理法を用いると鮮やかに
証明できることに興味・関心
をもち，実際に証明しようとす
る。

９月
１０月

理解するとともに，2次関数
の式とグラフとの関係につい
て，コンピュータなどの情報
機器を用いてグラフをかくな
どして多面的に考察する。

　 　

１０月 2次関数のグラフを通して関
数の値の変化を考察し，2次
関数の最大値や最小値を求
めることができるようにする。

　 〇2次関数の値の変化をグ
ラフから考察することができ
る。
〇具体的な事象の最大・最
小の問題を，2次関数を用い
て表現し，処理することがで
きる。
〇定義域が変化するときや，
グラフが動くときの最大値や
最小値について，考察するこ
とができる。
〇2次関数の決定において，
条件を処理するのに適した
式の形を判断することができ
る。

〇日常生活における具体的
な事象の考察に，2次関数の
最大・最小の考えを活用しよ
うとする。
〇2次関数の決定条件に興
味，関心をもち，考察しようと
する。

１１月 2次方程式や2次不等式の
解と2次関数のグラフとの関
係について理解し，2次関数
のグラフを用いて2次不等式
の解を求められるようにす
る。

 　 〇2次方程式がどんな場合
でも解けるように，解の公式
を得て，それを積極的に利用
しようとする。
〇1次の係数が2b 'である2
次方程式の解の公式を積極
的に利用しようとする。
〇2次関数のグラフとx軸の
位置関係を調べ，その意味を
探ろうとする。
〇1次関数と1次不等式の関
係から，2次不等式の場合を
考えようとする。
〇2次不等式を解くときに，
図を積極的に利用する。
〇身近な問題を2次不等式
で解決しようとする。

16 第3節　2次方程式と2次不
等式
①2次方程式
②2次関数のグラフとx 軸の
位置関係
③2次不等式

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
発展（放物線と直線の共
有点の座標）や研究（２次
関数のグラフとx 軸の正の
部分と交わる条件），補充
問題，コラム（自動車の停
止距離），章末問題を取り
扱う。

11 第3章　2次関数
第1節　2次関数とグラフ
①関数とグラフ
②2次関数のグラフ

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究（グラフの平行移動・
対象移動），補充問題を取
り扱う。

6 第2節　2次関数の値の変化
①2次関数の最大・最小
②2次関数の決定

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究（定義域が変化する
ときの関数の最大値・最小
値），補充問題，コラム
（ボールの投げ上げ）を取
り扱う。

15 第2章　集合と命題
①集合
②命題と条件
③命題とその逆・対偶・裏
④命題と証明

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究（ルート２が無理数で
あることの証明），補充問
題，章末問題を取り扱う。

〇𝑦𝑦 = 𝑓𝑓 𝑥𝑥 や𝑓𝑓 𝑎𝑎 の表記

を理解し，用いることがで

きる。

〇与えられた条件から1次

関数を決定することができ

る。

〇定義域に制限がある1次

関数のグラフがかけて，値

域が求められる。

〇 𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑥𝑥2

𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑞𝑞
𝑦𝑦 = 𝑎𝑎(𝑥𝑥 − 𝑝𝑝)2

𝑦𝑦 = 𝑎𝑎(𝑥𝑥 − 𝑝𝑝)2+𝑞𝑞
の表記について，グラフの

平行移動とともに理解して

いる。

〇 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑥𝑥 + 𝑐𝑐 を

𝑎𝑎(𝑥𝑥 − 𝑝𝑝)2 + 𝑞𝑞の形に変形

できる。

〇平方完成を利用して，2

次関数𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑥𝑥 + 𝑐𝑐
のグラフの軸と頂点を調

べ，グラフをかくことができ

る。

〇放物線の平行移動や対

称移動の一般公式を活用

〇2つの変量の関係を関数

式で表現できる。

グラフを相互に関連付けて

多面的に考察することがで

きる。

〇2次関数

𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑥𝑥 + 𝑐𝑐 のグラ

フを，𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 のグラフをも

とに考察することができる。

〇放物線の平行移動を，頂

点の移動に着目して，考察

することができる。

〇日常生活に見られる関

数の具体例を見つけて考

察しようとする。

〇座標平面上の点と象限

について，理解を深めよう

とする。

放物線のもつ性質に興

味・関心を示し，自ら調べ

ようとする。

〇一般の2次関数

𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑥𝑥 + 𝑐𝑐 につ

いて，頂点，軸の式を考察

しようとする。

〇放物線の平行移動や

対称移動の一般公式を

考察しようとする。

〇2次関数が最大値または

最小値をもつことを理解し

ている。

〇2次関数を

𝑦𝑦 = 𝑎𝑎(𝑥𝑥 − 𝑝𝑝)2 + 𝑞𝑞の形に

式変形して，最大値，最小

値を求めることができる。

〇2次関数の定義域に制

限がある場合に，最大値，

最小値を求めることができ

る。

〇2次関数の決定において，

与えられた条件を関数の

式に表現し，2次関数を決

定することができる。

〇連立3元1次方程式の解

き方を理解している。
〇2次方程式の解き方とし

て，因数分解，解の公式を

理解している。

〇2次方程式において，判

別式 𝐷𝐷 = 𝑏𝑏2 − 4𝑎𝑎𝑐𝑐 の

符号と実数解の個数の関

係を理解している。

〇2次関数のグラフと𝑥𝑥軸

の共有点の座標が求めら

れる。

〇2次関数のグラフと𝑥𝑥軸

の共有点の個数を求める

ことができる。

〇2次不等式を解くことが

できる。

〇2次不等式を利用する

応用問題を解くことがで

きる。

〇2次の連立不等式を解

くことができる。

〇2次方程式が実数解や

重解をもつための条件を

式で示すことができる。

〇2次関数のグラフと𝑥𝑥軸

の共有点の個数や位置関

係を，𝐷𝐷 = 𝑏𝑏2 − 4𝑎𝑎𝑐𝑐の符

号から考察することができ

る。

〇2次関数の値の符号と2

次不等式の解を相互に関

連させて考察することがで

きる。

〇2次式が一定の符号を

とるための条件を，グラフ

と関連させて考察すること

ができる。
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１２月 三角比の意味やその基本的
な性質について理解し，三角
比の相互関係などを理解で
きるようにする。 また，日常の
事象や社会の事象などを数
学的にとらえ，三角比を活用
して問題を解決する力を培
う。

〇直角三角形において，正
弦，余弦，正接が求められ
る。
〇三角比の定義から，辺の
長さを求める関係式を考察
することができる。
〇直角三角形の辺の長さを
三角比で表す式を理解し，
測量などの応用問題に利用
できる。
〇三角比の相互関係を利用
して，1つの値から残りの値
が求められる。
〇sin(90°-θ)=cosθなど
の公式が利用できる。
〇直角三角形の斜辺の長さ
を適当に変えて，三角比を考
察することができる。
〇sin(180°-θ)= sinθ な
どの公式が利用できる。
〇0°≦θ≦180° において，
三角比の値からθを求める
ことができる。また，1つの三
角比の値からの残りの値を
求めることができる。

〇三角比の表からsinθ，
cosθ，tanθの値を読み取
ることができる。
〇具体的な事象を三角比の
問題としてとらえることができ
る。
〇三平方の定理をもとに三
角比の相互関係を考察する
ことができる。
〇既知である鋭角の三角比
を，鈍角の場合に拡張して考
察することができる。

〇日常の事象や社会の事象
などに三角比を活用しようと
する。
〇三角比の相互関係を調べ
ようとする。
〇これまでに学習している数
や図形の性質に関する拡張
と対比し，三角比を鋭角から
鈍角まで拡張して考察しよう
とする。
〇三角比が与えられたときの
θを求める際に，図を積極的
に利用しようとする。

１２月
１月
２月

図形の構成要素間の関係
を，三角比を用いて表現し定
理や公式を導く力，日常の事
象や社会の事象などを数学
的にとらえ，正弦定理，余弦
定理などを活用して問題を
解決したりする力などを培
う。

○正弦定理におけるA＝B＝
C＝Dの形の関係式を適切に
処理できる。
○正弦定理を用いて,三角形
の辺の長さや外接円の半径
が求められる。
○余弦定理を用いて，三角
形の辺の長さや角の大きさ
が求められる。
○余弦定理や正弦定理を用
いて，三角形の残りの辺の長
さや角の大きさを求めること
ができる。
○三角比を用いた三角形の
面積を求める公式を理解し
ている。
○3辺が与えられた三角形
の面積を求めることができ
る。
○3辺が与えられた三角形
の内接円の半径を求めるこ
とができる。
○三角比を測量に応用でき
る。
○正弦定理，余弦定理を空
間図形の計量に応用できる。
○三角比を利用して，正四
面体などの体積を求めること
ができる。

○三角形の辺と角，外接円
の半径の間に成り立つ関係
式として，正弦定理を導くこと
ができる。
○正弦定理を測量に応用で
きる。
○三角形の辺と角の間に成
り立つ関係式として，余弦定
理を導くことができる。
○余弦定理を測量に応用で
きる。
○正弦定理を
a：b：c=sinA：sinB：sinC と
してとらえ，三角形の角の大
きさについて考察することが
できる。
○三角比と三角形の面積の
関係を考察することができ
る。
○三角形の面積を，決定条
件である2辺とその間の角ま
たは3辺から求めることがで
きる。
○空間図形への応用におい
て，適当な三角形に着目して
考察することができる。

○正弦定理の図形的意味を
考察する。また，三角形の外
接円，円周角と中心角の関
係などから，正弦定理を導こ
うとする。
○余弦定理の図形的意味を
考察する。また，三平方の定
理をもとに余弦定理を導こう
とする。
○三角形の解法について興
味を示し，sin75°なども求め
ようとする。
○三角形の内接円と面積の
関係を導こうとする。
○日常の事象や社会の事象
などに正弦定理や余弦定理
を活用しようとする。

２月
３月

データの散らばり具合や傾
向を数値化する方法を考察
する力，目的に応じて複数の
種類のデータを収集し，適切
な統計量やグラフ，手法など
を選択して分析を行い，デー
タの傾向を把握して事象の
特徴を表現する力，不確実な
事象の起こりやすさに着目
し，主張の妥当性について，
実験などを通して判断した
り，批判的に考察したりする
力などを養う。

○度数分布表，ヒストグラム
について理解している。
○平均値や最頻値，中央値
の定義や意味を理解し，それ
らを求めることができる。
○範囲や四分位範囲の定義
やその意味を理解し，それら
を求めることができる。また，
データの散らばりを比較する
ことができる。
○箱ひげ図をかき，データの
分布を比較することができ
る。
○ヒストグラムと箱ひげ図の
関係について理解している。
○偏差の定義とその意味を
理解している。
○分散，標準偏差の定義と
その意味を理解し，それらに
関する公式を用いて，分散，
標準偏差を求めることができ
る。

○データの分布の仕方に
よっては，代表値として平均
値を用いることが必ずしも適
切でないことを理解してい
る。
○データの散らばりの度合
いをどのように数値化するか
を考察することができる。
○データの中に他の値から
極端にかけ離れた外れ値が
含まれる場合について，外れ
値の背景を探ることの利点
を考察することができる。
○変量の変換によって，平均
値や標準偏差がどのように
変化するかを考察することが
でき，それらの性質を活用し
て平均値や分散を見通しよく
計算することができる。

〇データを整理して全体の
傾向を考察しようとする。
○身近な統計における代表
値の意味について考察しよう
とする。
○データの散らばりの度合
いをどのように数値化するか
を考察しようとする。
○変量の変換によって，平均
値や標準偏差がどのように
変化するか，考察しようとす
る。

総時数 105

13 第5章　データの分析
①データの整理
②データの代表値
③データの散らばりと四分位
数
④分散と標準偏差
⑤2つの変量の間の関係
⑥仮説検定の考え方

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究（変量の変換），補充
問題や章末問題を取り扱
う。

8

第4章　図形と計量
第1節　三角比
①三角比
②三角比の相互関係
③三角比の拡張

18 第2節　三角形への応用
①正弦定理
②余弦定理
③正弦定理と余弦定理の応
用
④三角形の面積
⑤空間図形への応用

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究（三角形の最大の角，
三角形の内接円と面積）
や発展（ヘロンの公式），
補充問題，コラム（三角形
の面積を求める式），章末
問題を取り扱う。

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
補充問題を取り扱う。

。
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沖縄県立

学科・コース

学年・学級 単位数 単位

教科書

副教材

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

４月
５月

式を，目的に応じて1つの文
字に着目して整理したり，1つ
の文字におき換えたりするな
どして既に学習した計算の方
法と関連付けて，多面的に捉
えたり，目的に応じて適切に
変形したりする力を培う。

〇単項式や多項式，次数，係数，項について
理解している。
〇同類項をまとめて，多項式を降べきの順に
整理することができる。
〇ある文字に着目して，多項式を降べきの
順に整理することができる。
〇多項式の加法・減法は，同類項をまとめる
ことによってできることを理解している。
〇指数法則を理解し，計算に用いることがで
きる。
〇分配法則を用いて，式を展開することがで
きる。
〇展開の公式を用いて，式を展開することが
できる。
〇おきかえを利用し，多項式の展開の公式
に帰着させることができる。
〇式の形の特徴に着目して掛ける順番を工
夫し，計算を簡単にすることができる。
〇共通因数をみつけ，共通因数のくくり出し
ができる。
〇因数分解の公式を用いて，式を因数分解
できる。
〇多項式を適切な形に整理したり，おきかえ
などを利用したりして，因数分解の公式に帰
着させることができる。
〇３次式の展開，因数分解の公式を用いて，
式を展開，因数分解することができる。

〇式の展開は分配法則を用いれ
ば必ずできることを理解できる。
○複雑な式についても，項を組み
合わせる，降べきの順に整理する
などして見通しをよくすることで，
因数分解をすることができる。

○単項式，多項式とその整理
の仕方に関心をもち，考察し
ようとする。
〇展開と因数分解の関係に着
目し，因数分解の検算に展開
を利用しようとする。
〇式の特徴に着目して複雑な
式の因数分解に取り組もうと
する。

５月 中学校までに取り扱ってきた
数を実数としてまとめ，数の体
系についての理解を深める。
その際，実数が四則演算に関
して閉じていることや，直線上
の点と1対1に対応しているこ
となどについて理解するととも
に，簡単な無理数の四則計算
ができるようにする。

〇分数を循環小数で表すことができる。
〇有理数と無理数の違い，および実数につ
いて理解している。
〇絶対値の意味と記号を理解している。
〇平方根の意味・性質を理解している。
〇平方根を含む式の計算ができる。
〇分母の有理化の方法について理解してい
る。

〇分数が有限小数や循環小数で
表される仕組みを考察できる。
〇自然数，整数，有理数，実数の
各範囲で，四則計算について閉
じているかどうかが考察できる。
〇実数が数直線上の点として表
されることを考察できる。
〇平方根の性質，平方根の積と
商などについて，一般化して考察
できる。
〇2重根号を簡単な式にすること
について考察できる。

〇今まで学習してきた数の体
系について整理し，考察しよう
とする。
〇循環小数を分数で表す方
法に興味・関心をもつ。

6月 不等式の解の意味や不等式
の性質について理解するとと
もに，不等式の性質を基に1
次不等式を解く方法を考察し
たり，具体的な事象に関連し
た課題の解決に1次不等式
を活用したりする力を培う。

〇不等式の意味を理解し，数量の大小を不
等式を用いて表すことができる。
〇xの値の範囲を，数直線上に図示できる
〇不等式の性質における不等号の向きを判
断することができる。
〇不等式の性質，1次不等式の解法を理解
し，1次不等式を解くことができる。
〇数直線を用いて，2つの不等式の共通範
囲を求めることができる。
〇連立不等式の解を，数直線を用いて表示
し，解を求めることができる。
〇A＜B＜Cの形の不等式を連立不等式とし
て解くことができる。

〇具体的な数に対して，不等式
の解であるかどうかを判断でき
る。
〇不等式の性質を，数直線と対
応させて考察できる。
〇身近な問題に対し，適切に変
数を定め，1次不等式で表現でき
る。

〇不等号に等号が付いている
ものと付いていないものの違
いを考察しようとする。
〇不等式の性質から，1次不
等式の解法を考察しようとす
る。
〇連立不等式の解を考察しよ
うとする。
〇身近な問題を，1次不等式
を用いて解決しようとする。

6 　第２節　実数
　　７．実数，研究
　　８．根号を含む式の計算
　　説明問題，発展

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究，説明問題，発展を取
り扱う。

11 　第３節　１次不等式
　　9．不等式
　　10．不等式の性質
　　11．1次不等式の解き方
　　12．連立不等式，コラム
　　13．不等式の利用
　　節末問題
　　章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
節末問題，章末問題を取
り扱う。

月
指導
時数

学習内容
（配当時間）

学習のねらい
評価規準

評価方法 備考

12 第１章　数と式
　第１節　数と式
　　１．多項式
　　２．多項式の加法・減法・乗
法
　　３．展開の公式
　　４．式の展開の工夫
　　５．因数分解
　　６．いろいろな因数分解
　　節末問題，発展

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・説明

生徒の実態に合わせて，
発展を取り扱う。

科目の目標

　数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにする
とともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点
及び

その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりす
る力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し
表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互
に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばり
や変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解
決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

科目 数学Ⅰ

最新　数学Ⅰ　(数研出版)

　パラレルノート　数学Ⅰ＋A　(数研出版)

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を
養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

教科 数学
１年２組，１年３組 3

普通科（BIクラス）

高等学校久米島年間指導計画表令和 5 年度 数学Ⅰ
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6月
７月

集合と命題に関する基本的
な概念を理解し，それを事象
の考察に活用できるようにす
る。

〇集合の要素であるかどうかを判定するこ
とができる。
〇集合を｛ ｝を用いて表すことができる。
〇部分集合，空集合，2つの集合の包含関
係を理解している。
〇共通部分，和集合，補集合を求めることが
できる。
〇命題や条件の意味を理解している。
〇命題の真偽を，集合や反例などを用いて
判定することができる。
〇真である命題の逆は，真であるとは限らな
いことを理解している。
〇必要条件，十分条件の意味を理解してい
る。
〇条件の否定を理解し，否定を述べることが
できる。
〇ド・モルガンの法則を理解しており，「か
つ」「または」の否定を述べることができる。
〇命題とその対偶の真偽が一致することを
理解している。

〇集合をそれぞれの場合に適し
た形で表すことができる。
○ベン図などを用いて，集合を視
覚的に表現して考察することが
できる。
○命題の真偽を，集合の包含関
係に結び付けてとらえることに
よって考察することができる。
○命題が偽であることを示すに
は，反例を1つあげればよいこと
が理解できている。

○集合について，それぞれの
特徴や関係に合った表現方
法を考察しようとする。
〇ド・モルガンの法則に関心を
もち，考察しようとする。
○条件を満たすものの集合の
包含関係が，命題の真偽に関
連していることに着目し，命題
について調べようとする態度
がある。
〇日常語の「かつ」「または」
との関連を認識しようとする。

９月
１０月

2次関数とそのグラフについ
て理解し，2次関数を用いて
数量の関係や変化を表現す
ることの有用性を認識すると
ともに，それらを事象の考察
に活用できるようにする。

〇¬xの関数yが与えられたとき，xの値に対す
るyの値を求めることができる。
〇y=f(x)やf(x)の表記を理解しており，関
数の値f(a)を求めることができる。
〇座標平面について理解している。
〇関数のグラフがかける。
〇1次関数と直線について理解している。
〇2次関数の式が2次式で表されることを理
解している。
〇2次関数y=ax^2のグラフの頂点，軸につ
いて理解している。
〇2次関数y=ax^2+qのグラフの頂点，軸
について理解している。
〇放物線をかき，それをy軸方向に平行移動
させることができる。
〇2次関数y=a(x-p)^2のグラフの頂点，軸
について理解している。
〇放物線をかき，それをx軸方向に平行移動
させることができる。
〇2次関数y=a(x-p)^2+qのグラフの頂
点，軸について理解している。
〇放物線をかき，それをx軸方向，y軸方向に
平行移動させることができる。
〇y=ax^2+bx+cのグラフをかくためには，
y=a(x-p)^2+qの形に変形する必要があ
ることを理解している。
〇y=ax^2+bx+cをy=a(x-p)^2+qの形
に変形し，そのグラフをかくことができる。
〇グラフの平行移動を，x軸方向，y軸方向の
用語を用いて表現できる。

〇身近な問題を関数の式で表す
ことができる。
〇関数を表，式，グラフによって考
察することができる。
〇2次関数y=ax^2+qのグラフ
の特徴を考察することができる。
〇2次関数y=a(x-p)^2のグラフ
の特徴を考察することができる。
〇2次関数y=a(x-p)^2+qのグ
ラフの特徴を考察することができ
る。
〇2次関数のグラフの平行移動
は，頂点の移動を考察すればよ
いことを理解している。
〇2次関数が最大値または最小
値をもつことを，グラフを使って，
理解しようとする。
〇2次関数の決定において，適し
た2次関数の式の形を使うことが
できる。

〇日常生活に見られる具体例
から関数を見つけようとする。
〇関数が与えられたとき，その
グラフをかこうとする。
〇放物線のもつ性質に興味・
関心を示し，自ら調べようとす
る。

○一般の2次関数 y=〖ax〗
^2+bx+c について，頂点
の座標を考察しようとす
る。
〇身近な問題を，2次関数
の最大・最小の考えを活用
して解決しようとする。
○2次関数の決定条件に興
味，関心をもち，考察しよ
うとする。

〇2次関数の最大値，最小値を求めることが
できる。
〇定義域が限られた場合において，2次関
数の最大値，最小値を求めることができる。
〇与えられた条件を関数の式に表現し，2次
関数を決定することができる。
〇連立3元1次方程式の解き方を理解して
いる。

１０月
１１月

2次方程式や2次不等式の解
と2次関数のグラフとの関係
について理解し，2次関数の
グラフを用いて2次不等式の
解を求められるようにする。

〇因数分解を用いて，2次方程式を解くこと
ができる。
〇解の公式を用いて，2次方程式を解くこと
ができる。
〇2次方程式は，因数分解による解法が難
しい場合に，解の公式を利用すれば，必ず解
を求められることを理解している。
〇2次方程式の解の個数が判別式
D=b^2-4acの符号によって決まることを理
解している。
〇2次方程式が実数解や重解をもつための
条件を，判別式D=b^2-4acの符号から求
めることができる。

○2次方程式が実数解や重解を
もつための条件を式で示すこと
ができる。
〇2次関数のグラフとx軸の共有
点の個数や位置関係を，
D=b^2-4acの値から考察でき
る。
〇2次関数のグラフ，2次方程式，
2次不等式を関連づけて考えるこ
とができる。

○2次方程式がどんな場合で
も解けるように，解の公式を得
て，それを積極的に利用しよう
とする。
○2次関数のグラフとx軸の位
置関係を調べ，その意味を探
ろうとする。
○1次関数のグラフと1次不
等式の関係から，2次不等式
の場合を考えようとする。
○身近な問題を，2次不等式
を用いて解決しようとする。

11 ・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究，問題，章末問題を取
り扱う。

生徒の実態に合わせて，
研究，節末問題を取り扱
う。

第２章　集合と命題
　１．集合と部分集合
　２．共通部分，和集合，補集
合
　３．命題と集合
　４．命題と証明，研究
　問題
　章末問題，コラム

12 　第２節　２次方程式と２次不
等式
　　10．2次方程式
　　11．2次関数のグラフとx
軸の共有点
　　12．2次不等式
　　13．2次不等式の利用
　　節末問題
　　章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
節末問題，章末問題を取
り扱う。

17 第３章　２次関数
　第１節　２次関数とグラフ
　　１．関数
　　２．関数とグラフ
　　３．y=ax^2のグラフ
　　４．y=ax^2+qのグラフ
　　５．y=a(x-p)^2のグラフ
　　６．y=a(x-p)^2+qのグラ
フ
　　７．y=ax^2+bx+cのグラ
フ，研究
　　８．2次関数の最大・最小
　　９．2次関数の決定
　　節末問題，研究

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・説明
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１２月
１月

三角比の意味やその基本的
な性質について理解し，三角
比の相互関係などを理解で
きるようにする。また，日常の
事象や社会の事象などを数
学的にとらえ，三角比を活用
して問題を解決する力を培
う。

〇三角比は，直角三角形の辺の比であるこ
とを理解している。
〇直角三角形においてsinA，cosA，tanAの
値を求めることができる。
〇三角比の表を用いて，三角比の値や角を
調べることができる。
〇三角比を使って，距離や高さを求めること
ができる。
〇三角比の相互関係を用いて，三角比の1
つの値から残り2つの三角比の値を求める
ことができる。
〇90°-Aの三角比の公式を利用できる。
〇鈍角の三角比の値を求めることができる。
〇鈍角も含めて三角比の相互関係を用い
て，三角比の1つの値から残り2つの三角比
の値を求めることができる。
〇180°-θの公式を利用できる。
〇座標を用いて，θの三角比の値からθを求
めることができる。

〇三角比の値が角の大きさに
よって定まることを理解している。
〇直接測ることのできない距離な
どの求め方を考えようとし，具体
的な事象を三角比の問題として
見ることができる。
〇sin^2θ+cos^2θ=1を三平方の
定理として，とらえることができ
る。
〇座標を用いた鈍角の三角比の
定義を理解している。
〇直線の傾きと正接の関係を考
察することができる。

〇直接測ることのできない距
離などの求め方を考えようと
し，具体的な事象を三角比の
問題として見ることができる。
○三角比の相互関係を調べ
ようとする。
〇三角比の相互関係が鈍角
のときも成り立つことを調べよ
うとする。
〇θの三角比が与えられたとき
にθを求める際，図を積極的に
利用しようとする。

１月
２月

図形の構成要素間の関係を，
三角比を用いて表現し定理
や公式を導く力，日常の事象
や社会の事象などを数学的
にとらえ，正弦定理，余弦定
理などを活用して問題を解決
したりする力などを培う。

〇正弦定理におけるA=B=C=Dの関係式
を適切に処理できる。
〇正弦定理を用いて三角形の外接円の半
径や辺の長さを求めることができる。
〇余弦定理を用いて三角形の辺の長さや角
の大きさを求めることができる。
〇2辺の長さとその間の角の大きさが与えら
れた三角形の面積を求めることができる。
〇3辺の長さが与えられた三角形の面積を
求めることができる。
〇四角形を対角線で2つの三角形に分割し
て，面積を求めることができる。
○正弦定理や余弦定理を用いて，測量問題
が解決できる。
〇ヘロンの公式を使って，三角形の面積を
求めることができる。

○三角比と三角形の面積の関係
を考察することができる。
○正弦定理や余弦定理を用い
て，測量問題が解決できる。

〇正弦定理の図形的意味を
考察する。
〇余弦定理の図形的意味を
考察する。
○日常の事象や社会の事象
などに正弦定理や余弦定理
を活用しようとする。

２月
３月

データの散らばり具合や傾向
を数値化する方法を考察する
力，目的に応じて複数の種類
のデータを収集し，適切な統
計量やグラフ，手法などを選
択して分析を行い，データの
傾向を把握して事象の特徴
を表現する力，不確実な事象
の起こりやすさに着目し，主
張の妥当性について，実験な
どを通して判断したり，批判
的に考察したりする力などを
養う。

〇度数分布表について理解し，度数分布表
からデータの特徴を読み取ることができる。
〇データを度数分布表に整理することがで
きる。また，度数分布表をヒストグラムで表す
ことができる。
〇平均値や最頻値，中央値の定義や意味を
理解し，それらを求めることができる。
〇範囲の定義やその意味を理解し，それを
求められる。
〇四分位数の定義を理解し，それを求めるこ
とができる。
〇四分位範囲の定義やその意味を理解し，
それを求めることができる。
〇データの分布と箱ひげ図の関係について
理解している。
〇箱ひげ図をかくことができる。
○データの中のある値が外れ値であるかど
うかを判断できる。
○偏差，分散，標準偏差の定義とその意味
を理解している。
○分散，標準偏差に関する公式を用いて，こ
れらを求めることができる。
〇散布図，相関表を作成することができる。
〇相関係数の定義とその意味を理解し，定
義に従ってそれを求めることができる。
○分割表の意味を理解し，数値の割合を計
算して新たな表を作成することができる。
○仮説検定の考え方を理解し，具体的な事
象に当てはめて考えることができる。

〇データの分布の仕方によって
は，代表値として平均値を用いる
ことが必ずしも適切ではないこと
を理解している。
〇範囲を求め，データの散らばり
具合を比較することができる。
〇四分位範囲を求め，データの
散らばり具合を比較することがで
きる。
〇箱ひげ図をかき，データの分布
を比較することができる。
○外れ値を見いだす意義を理解
している。
○標準偏差によって，データの平
均値からの散らばり具合を比較
することができる。
〇散布図，相関表を作成し，2つ
の変量の間の相関を考察するこ
とができる。
〇相関係数は散布図の特徴を数
値化したものであること，数値化
して扱うことのよさを理解してい
る。
○不確実な事象の起こりやすさ
に着目し，実験などを通して，問
題の結論について判断したり，そ
の妥当性について批判的に考察
したりすることができる。

○データを整理して全体の傾
向を考察しようとする。
〇身近な統計における代表値
の意味について考察しようと
する。
○データの散らばり具合をど
のように数値化するかを考察
しようとする。
〇相関と因果関係について，
興味・関心をもつ。
○相関関係の大きさを数値化
する方法を考察しようとする。
○問題の解決や改善を図る
ために，現状のデータの分布
を望ましいと考える方向に変
えるための条件や改善策を，
コンピュータなどの情報機器
を積極的に用いるなどして探
ろうとする。
○身近な事柄において，仮説
検定の考え方を活用して判断
しようとする態度がある。

総時数

生徒の実態に合わせて，
研究，補充問題を取り扱
う。

　第２節　正弦定理・余弦定理
　　６．正弦定理
　　７．余弦定理
　　８．三角形の面積
　　９．図形の計量
　　節末問題，発展
　　章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
節末問題，発展，章末問題
を取り扱う。

12 第５章　データの分析
　１．データの整理
　２．データの代表値
　３．データの散らばり
　４．データの相関，コラム
　５．相関係数
　６．分割表，研究
　７．仮説検定の考え方
　問題
　章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究，問題，章末問題を取
り扱う。

13 第４章　図形と計量
　第１節　三角比
　　１．鋭角の三角比
　　２．三角比の利用
　　３．三角比の相互関係
　　４．三角比の拡張
　　５．三角比が与えられたと
きの角，研究
　　節末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシー
ト
・説明

11
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沖縄県立

学科・コース

学年・学級 単位数 単位

教科書

副教材

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
備考

○和集合や補集合につい
て理解し，その要素の個数
を求めることができる。
○和集合，補集合の要素
の個数の公式を利用でき
る。
○ベン図を利用すること
で，和集合や補集合の要
素の個数を求めることがで
きる。
○具体的な日常の事象に
対して，集合を考えること
で，人数などを求めること
ができる。
○樹形図を用いて，場合の
数をもれなくかつ重複なく
数えることができる。
○和の法則，積の法則の
利用場面を理解し，事象に
応じて使い分けて場合の数
を求めることができる。
○順列の総数，階乗を記
号で表し，それを活用でき
る。
○順列，円順列，重複順列
の公式を理解し，利用する
ことができる。
○順列，円順列に条件が
付く場合に，条件の処理の
仕方を理解している。
○組合せの総数を記号で
表し，それを活用できる。ま
た，組合せの公式を理解
し，利用することができる。
○組合せの条件が付く場
合に，条件の処理の仕方を
理解している。
○組分けの総数を求めるこ
とができる。
○同じものを含む順列の
総数を求めることができ
る。

評価方法月
指導
時数

学習内容 学習のねらい
評価規準

４月
５月
６月

16 第1章　場合の数と確率
第1節　場合の数
①集合の要素の個数
②場合の数
③順列
④組合せ

場合の数を求めるときの
基本的な考え方について
の理解を深め，それらを事
象の考察に活用できるよ
うにする。

科目の目標

図形の性質，場合の数と確率について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学的に考察する能力
を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点
及び

その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

図形の性質，場合の数と確率についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学と人間の活動の関係について認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考
察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構
造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとす
る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

科目 数学A

新編 数学Ａ(数研出版)

　Study-upノート　数学Ⅰ＋A　(数研出版)

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

教科 数学

普通科（Aクラス）

１年２組、１年３組 2

高等学校令和 5 年度 数学A 久米島年間指導計画表

生徒の実態に合わせ
て，研究（重複を許して
作る組合せ），補充問
題，コラム（完全順列），
章末問題を取り扱う。

○ベン図を利用して集合を
図示することで，集合の要
素の個数を考察することが
できる。
○場合の数を数える適切
な方針を考察することがで
きる。
○自然数の正の約数の個
数を数える方法を考察する
ことができる。
○条件が付く順列，円順列
を，見方を変えたり別なも
のに対応させたりして処理
することができる。
○既知の順列や積の法則
をもとにして，円順列，重複
順列を考察することができ
る。
○既知である順列の総数
をもとにして，組合せの総
数を考察することができる。
○条件が付く組合せを，見
方を変えたり別なものに対
応させたりして処理するこ
とができる。
○同じものを含む順列を，
組合せで考察することがで
きる。

○集合を考えることで，日
常的な事柄などを，集合の
要素の個数として数学的に
数えようとする。
○表を作って集合の要素
の個数を求める方法に興
味を示し，それを利用しよう
とする。
○道順の数え方に興味を
示し，樹形図，和の法則や
対称性などによる場合の
数の数え方に関心をもつ。
○自然数の正の約数の個
数を数えること，式の展開
を利用して約数が列挙でき
ることに興味を示す。
○既知である積の法則か
ら順列の総数を求める式を
導こうとする。
○色の塗り分けの方法を
数えるのに，順列の考え方
が使えることに興味・関心
をもつ。
○順列，円順列，重複順列
の違いに興味・関心をも
つ。
○順列と組合せの違いに
興味・関心をもつ。
○組合せの考え方を利用
して図形の個数や同じもの
を含む順列の総数などが
求められることに興味・関
心をもつ。

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/
ワークシート
・定期テスト
・説明

1 / 3 ページ



１２月
１月
２月

○線分の内分・外分，平行
線と比などの基本事項を
理解している。
○定理を適切に利用して，
線分の比や長さを求めるこ
とができる。
○三角形の外心，内心，重
心の定義，性質を理解して
いる。
○チェバの定理，メネラウ
スの定理を理解している。
○チェバの定理，メネラウ
スの定理を，三角形に現れ
る線分比を求める問題に
活用できる。
○円の基本的な性質を理
解している。
○円周角の定理と円周角
の定理の逆を理解してい
る。
○円に内接する四角形の
性質を利用して，角度を求
めることができる。
○四角形が円に内接する
ための条件を利用して，円
に内接する四角形を求める
ことができる。
○円の接線の性質を利用
して，線分の長さを求める
ことができる。
○円の接線と弦の作る角
の性質を利用して，角度を
求めることができる。
○方べきの定理を利用し
て，線分の長さなどを求め
ることができる。
○2つの円が内接している
とき成り立つ性質を利用し
て角度を求めることができ
る。
○共通接線の定義を理解
し，その長さの求め方がわ
かる。
○中学校で学んだ垂線の
作図を知っている。
○線分の内分点・外分点
の作図や，b/a
や ab の長さをもつ線分の
作図ができる。
○√a の長さをもつ線分の
作図の方法を文章で表現
し，得られた図形が確かに
条件を満たすことを証明す
ることができる。

○図形の性質を証明する
のに，既習事項を用いて論
理的に考察することができ
る。また，適切な補助線を
引いて考察することができ
る。
○図形の性質を証明する
のに，間接的な証明法であ
る同一法が理解できる。
○チェバの定理，メネラウ
スの定理について，論理的
に考察し，証明することが
できる。
○円に内接する四角形の
性質について，論理的に考
察することができる。
○円に内接する四角形の
性質に着目し，逆に，四角
形が円に内接するための
条件について論理的に考
察することができる。
○円と直線を動的にとらえ
て，それらの位置関係を考
察することができる。
○方べきの定理について，
対象とする図形に応じて見
方を変えて考えることがで
きる。
○2つの円を動的にとらえ
て，それらの位置関係を考
察することができる。
○平行線と線分の比の性
質を利用して，内分点・外
分点の作図の方法
や，b/a や ab の長さをも
つ線分の
作図の方法を考察すること
ができる。

○線分を内分・外分する点
や，三角形の角の二等分
線と比について調べようと
する態度がある。
○三角形の外心，内心，重
心に関する性質に興味を
示し，積極的に考察しようと
する。
○チェバの定理，メネラウ
スの定理に興味を示し，積
極的に考察しようとする。
○三角形の外接円は必ず
存在するが，三角形以外の
場合は必ずしも存在しない
ことから，四角形が円に内
接する条件を考察しようと
する。
○相似を利用した方べきの
定理の導き方に興味・関心
をもつ。
○2つの円の位置関係と，
中心間の距離と半径の関
係を積極的に考察しようと
する。
○数学で扱う作図と，日常
において図形をかくことで
は，何が違うか考えてみよ
うとする。

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/
ワークシート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究（三角形の辺
と角，方べきの定理の
逆，正五角形の作
図），補充問題，コラム
（チェバの定理の
逆），章末問題を取り
扱う。

平面図形の性質について
の理解を深め，それらを事
象の考察に活用できるよ
うにする。

第２章　図形の性質
第1節
①三角形の辺の比
②三角形の外心・内心・
重心
③チェバの定理・メネラウ
スの定理
④円に内接する四角形
⑤円と直線
⑥２つの円
⑦作図

25

○確率の意味，試行や事
象の定義を理解している。
○試行の結果を事象として
表すことができる。
○確率の定義を理解し，確
率の求め方がわかる。
○積事象，和事象の定義
を理解している。
○確率の基本性質を理解
し，和事象，余事象の確率
の求め方がわかる。
○確率の計算に集合を活
用し，複雑な事象の確率を
求めることができる。
○独立な試行の確率を，公
式を用いて求めることがで
きる。
○複雑な独立試行の確率
を，公式や加法定理などを
用いて求めることができる。
○反復試行の確率を，公
式を用いて求めることがで
きる。
○複雑な反復試行の確率
を，公式や加法定理などを
用いて求めることができる。
○条件付き確率を，記号を
用いて表すことができる。
○条件付き確率の式から
確率の乗法定理の等式を
導くことができる。
○条件付き確率や確率の
乗法定理を用いて確率の
計算ができる。
○期待値の定義を理解し，
期待値を求めることができ
る。

22 確率の意味や基本的な法
則についての理解を深
め，それらを事象の考察に
活用できるようにする。

第2節　確率
①事象と確率
②確率の基本性質
③独立な試行と確率
④条件付き確率
⑤期待値

７月
９月

１０月
１１月

生徒の実態に合わせ
て，補充問題，コラム
（直観と確率），章末
問題を取り扱う。

○試行の結果を事象として
捉え，事象を集合と結びつ
けて考察することができる。
○不確定な事象を，同様に
確からしいという概念をも
とに，数量的に捉えること
ができる。
○集合の性質を用いて，確
率の性質を一般的に考察
することができる。
○独立な試行の確率を，具
体的な例から直観的に考
えることができる。
○既習の確率の知識を利
用して，反復試行の確率に
ついて考察することができ
る。
○既習の確率と条件付き
確率の違いについて，図や
表などを用いて考察するこ
とができる。
○結果が不確実な状況下
において，どの選択が有理
かを判断する基準として，
期待値の考えを用いて考
察することができる。

○1個のさいころを繰り返し投
げる実験などを通して，統計的
確率と数学的確率の違いに興
味・関心をもつ。
○加法定理などを利用して，
複雑な事象の確率を意欲的に
求めようとする。
○独立な試行の確率につい
て，興味をもって調べようとす
る。
○具体的事象について，反復
試行の確率を，興味をもって調
べようとする。
○条件付き確率や確率の乗
法定理の考えに興味・関心を
もち，積極的に活用しようとす
る。
○日常の事象における不確実
な事柄について判断する際
に，期待値を用いて比較し，考
察しようとする。

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/
ワークシート
・定期テスト
・説明
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３月 空間図形の性質について
の理解を深め，それらを事
象の考察に活用できるよ
うにする。

○空間における2直線の
位置関係やなす角を理
解している。
○正多面体の特徴を理
解し，それに基づいて面，
頂点，辺の数を求めるこ
とができる。

○空間における直線と平
面が垂直になるための
条件を，与えられた立体
に当てはめて考察するこ
とができる。
○空間における直線や
平面が平行または垂直
となるかどうかを，与えら
れた条件から考察するこ
とができる。
○正多面体の満たす条
件を理解し，正多面体か
ら切り取った立体がまた
正多面体であることを示
すことができる。

○空間における図形の
位置関係について，積極
的に考えてみようとする。
○オイラーの多面体定理
がどんな凸多面体でも
成り立つかどうか調べて
みようとする。

総時数 70

7

第２節　空間図形
①直線と平面
②空間図形と多面体

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/
ワークシート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究（正多面体の
体積，正多面体の種
類），補充問題，章末
問題を取り扱う。
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沖縄県立

学科・コース

学年・学級 単位数 単位

教科書

副教材

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
備考

４月
５月

13 第１章　場合の数と確率
　第１節　場合の数
　　１．集合
　　２．集合の要素の個数
　　３．樹形図，和の法則，
積の法則
　　４．順列
　　５．円順列と重複順列
　　６．組合せ

場合の数を求めるとき
の基本的な考え方につ
いての理解を深め，そ
れらを事象の考察に活
用できるようにする。

〇集合をそれぞれの場合に適した
形で表すことができる。
〇共通部分，和集合，補集合を求
めることができる。
〇要素を書き並べて表して，集合
の要素の個数を求めることができ
る。　・例4，練習4
〇和集合の要素の個数の公式を
用いることができる。
〇補集合の要素の個数の公式を
用いることができる。
〇日常的な事象に対して集合を
考え，人数などを求めることがで
きる。
〇場合の数を，もれなく重複なく
数える手段として，樹形図が有用
であることを理解している。
〇樹形図や和の法則，積の法則
を用いることができる。
〇順列の用語，記号，公式を理解
し，利用できる。
〇具体的な問題を通じて，どのよ
うな場合に順列の考え方が適用
できるかを見極めることができる。
〇円順列の用語，公式を理解し，
利用できる。
〇重複順列の用語，公式を理解
し，利用できる。
〇組合せの用語，記号，公式を理
解し，利用できる。
〇組分けの問題を処理できる。
〇同じものを含む順列の総数を求
めることができる。

〇集合をそれぞれの場合に
適した形で表すことができ
る。
〇ベン図を利用して集合を
図示することで，要素の個数
を考察することができる。
○場合の数を数える適切な
方針を考察することができ
る。
○自然数の正の約数の個
数を数える方法を考察する
ことができる。
〇積の法則から順列の公式
を考察することができる。
〇具体的な問題を通じて，ど
のような場合に順列の考え
方が適用できるかを見極め
ることができる。
○既知の順列や積の法則
をもとにして，円順列，重複
順列を考察することができ
る。
○具体的な問題を通じて，
どのような場合に円順列，
重複順列の考え方が適用
できるかを見極めることが
できる。
〇順列の総数をもとにして，
組合せの総数を考察するこ
とができる。
○特殊な条件が付く組合せ
を，見方を変えたり別なもの
に対応させたりして処理する
ことができる。
○同じものを含む順列を，
組合せで考察することがで
きる。

〇日常語の「かつ」「ま
たは」「…でない」との
関連を認識しようとす
る。
○集合を考えることで，
日常的な事柄などを，
集合の要素の個数とし
て数学的に数えようと
する。
○1つの原則を決め
て，樹形図などを利用
して，もれなく重複する
ことなく数えようとする。
〇正の約数の個数を数
えることに興味をもつ。
〇順列，円順列，重複
順列の違いに興味・関
心をもつ。
〇組合せの考え方を利
用して，図形の個数や
同じものを含む順列の
総数などが求められる
ことに興味・関心をも
つ。

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・説明

生徒の実態に合わせ
て，節末問題を取り扱
う。

月
指導
時数

学習内容
（配当時間）

学習のねらい
評価規準

評価方法

科目の目標

図形の性質，場合の数と確率について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培
い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点
及び

その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

図形の性質，場合の数と確率についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに，数学と人間の活動の関係について認
識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察
する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさ
を判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を見い
だし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

数学A

最新　数学Ａ(数研出版)

　パラレルノート　数学Ⅰ＋A　(数研出版)

普通科（BIクラス）

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善
したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

高等学校

教科 数学
1年2組、１年３組 2

令和 5 年度 数学A 年間指導計画表 久米島

科目
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１０月 三角形の性質について
の理解を深め，それら
を事象の考察に活用で
きるようにする。

〇平行線の性質を用いて，線分の
長さを求めることができる。
〇線分の内分と外分を理解し，内
分する点と外分する点を図示する
ことができる。
〇三角形の内角・外角の二等分
線と比の性質を用いて，線分の長
さを求めることができる。
〇外心の性質を用いて，具体的な
問題を処理できる。
〇内心の性質を用いて，具体的な
問題を処理できる。
〇重心の性質を用いて，具体的な
問題を処理できる。
〇三角形の面積と線分の比の性
質を理解している。
〇チェバの定理を用いて，線分比
を求めることができる。
〇メネラウスの定理を用いて，線
分比を求めることができる。

〇証明する際に，適当な補
助線を引いて考察すること
ができる。
○図形の性質を証明するの
に，間接的な証明法である
同一法を適用することがで
きる。
○チェバの定理，メネラウス
の定理について，論理的に
考察し，証明することができ
る。
〇三角形の辺と角の大小関
係や，三角形の存在条件を
理解している。

○線分を分ける点や，
三角形の角の二等分
線と比について調べよ
うとする態度がある。
〇三角形の3辺の垂直
二等分線が1点で交わ
ることの証明方法に関
心をもつ。
〇三角形の3つの角の
二等分線が1点で交わ
ることの証明方法に関
心をもつ。
〇三角形の3本の中線
が1点で交わることの
証明方法に関心をも
つ。
〇三角形の面積と線分
の比の性質の証明方
法に関心をもつ。
〇チェバの定理の証明
方法に関心をもつ。
〇メネラウスの定理の
証明方法に関心をも
つ。
〇身近な問題に対し，
チェバの定理を活用で
きることを理解し，図形
の性質に興味・関心を
もつ。
〇三角形の辺と角の大
小関係という，自明に
見える事実でも，論理

１１月
１２月

円の性質についての理
解を深め，それらを事
象の考察に活用できる
ようにする。

〇中学校で学んだ円周角の定理
やその逆について理解している。
〇円周角の定理を用いて，角の大
きさを求めることができる。
〇円周角の定理の逆を用いて，4
点が同一円周上にあることを調べ
ることができる。
〇円に内接する四角形の性質を
用いて，角の大きさを求めること
ができる。
〇四角形が円に内接するかどうか
を判定できる。
〇円の接線の性質を用いて，辺や
線分の長さを求めることができ
る。
〇接線と弦の作る角の定理を利
用して，角の大きさを求めることが
できる。
〇方べきの定理を用いて，線分の
長さを求めることができる。
〇2円の位置関係に5つの場合が
あることを理解している。
〇2円の共通接線について理解
し，その長さを求めることができ
る。

〇三角形の外接円と四角形
の外接円の違いを認識し，
円に内接する四角形の性質
や四角形が円に内接する条
件を理解する。
〇円と直線の位置関係に3
つの場合があることを理解
している。
○接線と弦の作る角につい
ての定理の証明方法を理解
する。
〇方べきの定理の証明方法
を理解する。
〇2円の位置関係を，動的
な面から観察することがで
きる。

〇三角形の外接円と四
角形の外接円の違い
を認識し，円に内接す
る四角形の性質や四
角形が円に内接する条
件を考察しようとする。
○接線と弦の作る角に
ついての定理を証明す
る際に，鋭角の場合と
鈍角の場合に分けて考
察しようとする。
〇方べきの定理は，円
周角の定理や円に内
接する四角形の性質な
どを用いて証明される
ことに関心をもつ。
○2つの円の位置関係
の判定条件として，中
心間の距離と半径の
関係について，積極的
に考察しようとする。

6月
７月
９月

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，節末問題，章末問
題を取り扱う。

8 第２章　図形の性質
　第１節　三角形の性質
　　１．角の二等分線と比
　　２．三角形の外心，内
心，重心
　　３．チェバの定理・メネラ
ウスの定理

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，節末問題を
取り扱う。

16 　第2節　確率
　　７．確率の意味
　　８．確率の計算
　　９．確率の基本性質
　　10．和事象の確率
　　11．余事象の確率
　　12．独立な試行の確率
　　13．反復試行の確率
　　14．条件付き確率
　　15．期待値

確率の意味や基本的
な法則についての理解
を深め，それらを事象
の考察に活用できるよ
うにする。

〇確率の意味を理解している。
〇事象を集合で表すことができ
る。
〇試行や事象の定義を理解して
いる。
〇確率の定義に基づき，事象の確
率を求めることができる。
〇積事象，和事象の意味を理解
し，具体的な事象に対して，積事
象，和事象を集合で表すことがで
きる。
〇事象の排反の意味を理解し，2
つの事象が排反であるかを判断
できる。
〇確率の加法定理を用いて，確率
を求めることができる。
〇一般の和事象の確率を求める
ことができる。
〇余事象の確率の公式を利用し
て，確率を求めることができる。
〇独立な試行の意味を理解して
いる。
〇独立な試行の確率を，公式を用
いて求めることができる。
〇反復試行の確率を，公式を用い
て求めることができる。
〇条件付き確率の定義，意味を理
解している。
〇条件付き確率を，公式を用いて
求めることができる。
〇確率の乗法定理を用いて，確率
を求めることができる。
〇期待値の定義を理解し，確率の
性質などに基づいて期待値を求
めることができる。

〇試行の結果を事象として
とらえ，事象を既知の集合と
結びつけて考えることができ
る。
〇不確定な事象を，同様に
確からしいという概念をもと
に数量的にとらえることがで
きる。
〇補集合をもとに，余事象を
考察することができる。
○2つの独立な試行を行う
とき，その結果として起こる
事象の確率について考察す
ることができる。
〇反復試行の確率を，具体
的な例から直観的に考える
ことができる。

〇身近な試行によって起こ
る事象と関連づけながら，
実験などを通じて確率に
興味・関心をもつ。
〇和事象，積事象，排反，
空事象，確率の基本性質
を集合と関連づけて考察
しようとする。
〇一般の和事象の確率を
集合と関連づけて考察し
ようとする。
○独立な試行の確率につ
いて，興味をもって調べよ
うとする。
○具体的事象について，
反復試行の確率を，興味
をもって調べようとする。
〇くじ引きの確率が，引く
順番に関係なく等しくなる
ことに興味をもつ。

11 　第２節　円の性質
　　４．円周角の定理
　　５．円に内接する四角形
　　６．円と接線
　　７．接線と弦の作る角
　　８．方べきの定理
　　９．2つの円

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，節末問題を取り扱
う。
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1月 作図についての理解を
深め，作図の各過程に
おいて平面図形のどの
性質を用いているかを
考察できるようにする。

〇垂線を引く，垂直二等分線を引
く，角の二等分線を引く，平行線を
引くなどの基本的な作図を行うこ
とができる。
〇円周角の定理を利用して，円の
外部の点を通る円の接線を作図
することができる。
〇平行線と比の性質を利用して，
線分を内分する点を作図すること
ができる。

〇作図の各過程において，
平面図形のどの性質を用い
ているかを考察できる。

○数学で扱う作図と，
日常において図形をか
くことでは，何が違うか
考えてみようとする。
〇正五角形の作図方
法に関心をもつ。

１月 空間図形の性質につ
いての理解を深め，そ
れらを事象の考察に活
用できるようにする。

〇空間における2直線の位置関係
に3つの場合があることや，2直線
のなす角を理解し，それらの問題
を処理できる。
〇直線と平面の位置関係に3つの
場合があることを理解し，問題を
処理できる。また，ある直線lが平
面上の2直線に垂直のとき，直線l
と平面が垂直であることを理解し
ている。
〇2平面の位置関係に2つの場合
があることを理解している。また，2
平面のなす角を理解し，問題を処
理することができる。
〇5種類の正多面体の特徴を理
解し，それに基づいて面，頂点，辺
の数を求めることができる。
〇正多面体どうしの関係を利用し
て，正多面体の体積を求めること
ができる。

○空間における図形の
位置関係について考え
てみようとする。
〇どんな多面体にもオ
イラーの多面体定理が
成り立つことに興味を
もち，簡単な多面体で
確かめようとする。
〇正多面体が5種類で
ある理由に関心をも
ち，その理由を調べよう
とする。

２月 さまざまな人間の活動
の中から，整数を中心
とした数学的な要素を
見出し，数学の内容の
理解を深めると同時
に，現実の事象を，数
学を用いて考察できる
ような力を培う。

〇約数・倍数の意味を理解して
いる。
〇「エラトステネスのふるい」を
利用して，100以下の素数を
求めることができる。
〇自然数の素因数分解を求め
ることができる。
〇整数 a を正の整数 b で割
る割り算を，a と b の間に成り
立つ等式として捉えることがで
きる。
〇カレンダーの曜日の規則と
整数の割り算の関係を理解し，
問題を処理することができる。

〇問題解決の過程を振り
返って，割り算の余りの性
質について考察を深める
ことができる。

〇日常生活における
具体的な事象の考
察に，約数と倍数の
考えを活用しようとす
る。
〇数学史に興味・関
心をもつ。
〇暗号技術に素因数
分解の考えが活用さ
れていることに興味・
関心をもつ。
〇カレンダーの話題
を通じて，日常に関
連した法則や規則を
数学を用いてとらえ
ることに興味・関心を
もつ。

〇公約数，最大公約数の意味
を理解し，それらを求めること
ができる。
〇素因数分解を利用して最大
公約数を求める方法を理解し
ている。また，互いに素の意味
を理解し，2つの整数が互い素
であるかどうか判定できる。
〇互除法の原理を理解し，互
除法を用いて2数の最大公約
数を求めることができる。
〇1次不定方程式の特殊解を
求め，それによりすべての整数
解を求めることができる。

〇互除法の原理の証
明に興味・関心をも
つ。
〇数学史に興味・関
心をもつ。
〇互除法の計算を逆
にたどることにより，1
次不定方程式の整
数解の1つを必ず見
つけられる優秀性に
関心をもつ。

３月 〇象形文字，ローマ数字につい
て理解している。
〇記数法，10進法，2進法，n
進法について理解している。
〇n 進法の整数を10進法で，
10進法の整数をn 進法で表
すことができる。
〇座標の考え方を理解してい
る。
〇地上における特定の地点を，
座標平面上の点と捉えて位置
を座標で表現できる。
〇平面上の点における考え方
を座標空間の点まで広げて考
えることができる。
〇ゲームの設定を多面的かつ
論理的に考え，ゲームで勝つ
方法を導くことができる。
〇魔方陣の構造を理解し，魔
方陣を完成できる。
〇魔方陣の構造を考察し，成り
立つと推察される性質につい
て実際に成り立つことを証明
できる。

〇現代の記数法を古代の
記数法と比較し，特徴を
理解している。
〇平面上の点の位置を特
定するために，条件から
図形の性質に着目し，適
切な定理を利用して考察
することができる。
〇ゲームの設定を論理的
に考察することができる。
〇パズルの仕組みを論理
的に考察することができ
る。

〇数学史の話題を通
じて，数の表し方に興
味・関心をもつ。
〇コンピュータなどの
身近な物に，n 進法
の考え方が活用され
ていることに興味・関
心をもつ。
〇平面上の点の位置
に関する問題を，座
標平面上で代数的
に解決する解法のよ
さを知ろうとする。
〇GPSにおいて，座
標の考えが活用され
ていることに興味・関
心をもつ。
〇ゲームの必勝法に
興味・関心をもつ。

総時数

　

4 　第４節　空間図形
　　12．空間における直線
と平面
　　13．多面体

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，節末問題，章末問
題を取り扱う。

9 第３章　数学と人間の活動
　１　約数と倍数
　　１．約数と倍数
　　２．素数と素因数分解
　　３．整数の割り算
　２　１次不定方程式
　　１．最大公約数
　　２．ユークリッドの互除
法
　　３．1次不定方程式

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

6 　３　記数法
　　１．古代の記数法
　　２．現代の記数法
　４　座標の考え方
　　１．平面上の点の位置
　　２．空間上の点の位置
　５　ゲーム・パズルの中の
数学
　１．ゲームの中の数学
　２．パズルの中の数学

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

3 　第３節　作図
　　10．基本の作図
　　11．いろいろな作図

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究を取り扱う。

70
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沖縄県立

学科・コース

学年・学級 単位数 単位

教科書

副教材

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4月 多項式の乗法・除法及び
分数式の四則計算につい
て理解できるようにする。

○3次式の展開の公式を利用すること
ができる。
○3次式の因数分解の公式を利用す
ることができる。
○式の形に着目して変形し，3次式の
因数分解の公式を適用する形にするこ
とができる。
○ (a+b)^n  の展開式からパスカル
の三角形を導き，パスカルの三角形の
性質を理解する。
○二項定理を利用して，展開式やその
項の係数を求めることができる。
○二項定理を3項の場合に適用するこ
とで，展開式の係数を求めることがで
きる。
○多項式の割り算の計算方法を理解
している。
○割り算で成り立つ等式を理解し，利
用することができる。
○分数式の約分，四則計算ができる。
○分数式の計算の結果を，既約分数
式または多項式の形にして表現するこ
とができる。
○恒等式と方程式の違いを理解してい
る。
○恒等式となるように，係数を決定する
ことができる。
○分数式の恒等式の分母を払った等
式が恒等式であることを利用できる

○数学Ⅰで既習の2次式の
展開公式を利用して，3次式
の展開公式を導くことができ
る。
○二項定理をパスカルの三
角形と結び付けて考えること
ができる。
○二項定理を等式の証明に
活用することができる。
○多項式の割り算の結果を
等式で表して考えることがで
きる。
○分数式を分数と同じように
約分，通分して扱うことがで
きる。
○恒等式における文字の役
割の違いを認識できる。

○因数分解の検算に展開
を利用しようとする態度が
ある。
○(a+b+c)^n  を展開し
たときのa^p*b^q*c^r  の
係数がどうなるかを，興
味・関心をもって調べよう
とする。
○多項式の割り算の計算
方法を理解しようとする態
度がある。
○通分をすることで，約分
できる形に適切に式変形
をしようとする態度がある。
○恒等式の性質を理解
し，具体的
な問題に取り組もうとす
る。
○2種類の文字を含む多
項式の割り算に興味を示
し，具体的な問題に取り組
もうとする。
○繁分数式を分数式の性
質を用いて処理することに
意欲を示す。
○恒等式の係数を決定す
る際に，係数比較法と数値
代入法とを，比較して考察
しようとする5月 数の範囲や式の性質に着

目し，等式や不等式が成
り立つことを証明できるよ
うにする。

○恒等式A = Bの証明を，適切な方法
で行うことができる。
○A = B とA－B = 0 が同値であるこ
とを利用して，等式を証明することがで
きる。
○比例式を =k とおいて処理すること
ができる。
○実数の大小関係の基本性質に基づ
いて，自明な不等式を証明することが
できる。
○平方の大小関係を利用して，不等式
を証明することができる。
○絶対値の性質を利用して，絶対値を
含む不等式を証明することができる。
○相加平均・相乗平均の大小関係を
利用して，不等式を証明することができ
る。

○与えられた条件式の利用
方法を考え，等式を証明する
ことができる。
○比例式から分数式の値を
求めることができる。
○不等式A ＞B を証明すると
き，
A－B ＞0 を示してもよいこと
を利用して，不等式を証明す
ることができる。
○不等式の証明に実数の性
質を利用できるように，式変
形を考えることができる。
○不等式の証明で，等号の
成り立つ場合について考察
できる。
○同値な不等式を証明する
ことで，もとの不等式を証明
することができる。
○AとBの大小をA－Bの符号
から考察することができる。

○比例式を含む等式の証
明を通じて，加比の理に興
味をもち，考察しようとす
る。
○不等式の証明を通じて，
三角不等式に興味・関心
をもち，それを利用しようと
する。
○相加平均や相乗平均だ
けでなく，それらと調和平
均の大小関係についても
興味をもって取り組もうと
する。

8 第２節　等式・不等式の証
明
６．等式の証明
７．不等式の証明
補充問題
コラム
章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，説明問題，発
展を取り扱う。

月
指導
時数

学習内容
（配当時間）

学習のねらい
評価規準

備考

12 第1章　式と証明

第１節　式と計算
１．3次式の展開と因数分
解
２．二項定理
３．多項式の割り算
４．分数式とその計算
５．恒等式
補充問題
コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・説明

生徒の実態に合わせ
て，発展を取り扱う。

評価方法

主体的に学習に取り組む態度

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数及び微分・積分の考えについての
基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考
察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図
形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係
に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化
に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展
的に考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，評価・改善
したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

科目 数学Ⅱ

新編　数学Ⅱ　(数研出版)

　Study-Upノート　数学Ⅱ＋B (数研出版)

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力
を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目の目標

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培
い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点
及び

その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現

教科 数学
普通科（Aクラス）

2年2組，2年3組 4

高等学校年間指導計画表令和 5 年度 数学Ⅱ 久米島
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5月
6月

方程式についての理解を
深め，数の範囲を複素数
まで拡張して2次方程式
を解くことができるように
する。

○複素数，複素数の相等の定義を理
解している。
○複素数の四則計算ができる。
○共役な複素数を求めることができ
る。
○負の数の平方根を理解している。
○負の数の平方根を含む式の計算を，
i を用いて処理することができる。
○2次方程式の解の公式を利用して，
2次方程式を解くことができる。
○判別式を利用して，2次方程式の解
の種類を判別することができる。
○解と係数の関係を使って，対称式の
値や2次方程式の係数を求めることが
できる。
○対称式を基本対称式で表して，式の
値を求めることができる。
○2次方程式の解を利用して，2次式
を因数分解できる。
○2数を解とする2次方程式を作ること
ができる。

○複素数の表記を理解し，複
素数
　a+0iを実数aと同一視でき
る。
○複素数の四則計算の結果
は複素数であることを理解し
ている。
○判別式 D の代わりに D/4
を用いても解の種類を判別
できることを理解し，積極的
に用いようとする。
○与えられた2数を解にもつ
2次方程式が1つには定まら
ないことを理解している。
○異なる2つの実数α，βが正
の数，負の数，異符号である
ことを，同値な式で表現でき
る。
○2次方程式の解の符号に
関する問題を，解と係数の関
係を利用して解くことができ

○2次方程式が常に解を
もつように考えられた複素
数に興味・関心を示し，考
察しようとする。
○2次方程式の解が虚数
になる場合もあることに興
味を示し，2次方程式の解
を考察しようとする。
○2次式を複素数の範囲
で因数分解することに興
味をもち，問題に取り組も
うとする。
○2次方程式の解の符号
を2次関数のグラフで考察
することに興味をもち，問
題に取り組もうとする。

６月 剰余の定理や因数分解を
利用して高次方程式を解
くことができるようにする。

○剰余の定理を利用して，多項式を1
次式や2次式で割ったときの余りを求
めることができる。
○P(k)=0 である k の値の見つけ方
を理解し，高次式を因数分解できる。
○因数分解や因数定理を利用して，高
次方程式を解くことができる。
○高次方程式の2重解，3重解の意味
を理解している。
○高次方程式の虚数解から，方程式
の係数を決定することができる。
○高次方程式が虚数解 a+bi を解に
もてば，a-bi を解にもつことを利用で
きる

○多項式を1次式で割ったと
きの余りについて，剰余の定
理で考察することができる。
○多項式 P(x)  が x-k で
割り切れることを式で表現す
ることができる。
○高次方程式を1次方程式
や2次方程式に帰着させるこ
とができる。
○高次方程式が解 α をもつ
ことを，式を用いて表現でき
る。

○多項式を1次式で割る
計算に，組立除法を積極
的に利用する。
○1の3乗根の性質に興
味・関心をもち，具体的な
問題に取り組もうとする。
○1の3乗根ωの性質に興
味・関心をもち，問題に取
り組もうとする。

６月 座標や式を用いて，直線
の性質や関係を数学的に
表現し，その有用性を認
識するとともに，事象の考
察に活用できるようにす
る。

○数直線上において，2点間の距離，
線分の内分点，外分点の座標が求め
られる。
○線分の外分点の公式を適用する際
に，分母を正にして計算しようとする。
○座標平面上において，2点間の距離
が求められる。
○座標平面上において，線分の内分
点，外分点の座標が求められる。
○三角形の重心の座標の公式を理解
している。
○x 軸に垂直な直線は y=mx+n の
形に表せないことを理解している。
○与えられた条件を満たす直線の方
程式の求め方を理解している。
○2直線の平行・垂直条件を理解して
いて，それを利用できる。
○図形 F(x,y)=0 が点 (s,t)  を通る
ことを F(s,t)=0 として処理できる。
○点と直線の距離の公式を理解して
いて，それを利用することができる。
○kF(x,y)+G(x,y)=0 の形を利用し
て，直線の方程式を求めることができ

○線分の内分点，外分点の
公式を統一して捉えようとす
る。
○図形の性質を証明する際
に，計算が簡単になるように
座標軸を適切に設定できる。
○直線が x，y の1次方程式
で表されることを理解してい
る。
○図形的条件（線対称など）
を式で表現できる。
○直線に関して対称な点の
座標を求めることができる。
○点の座標を求めるのに，図
形の性質を適切に利用でき
る。

○数直線上の点について
調べようとする。
○図形の問題を座標平面
上で代数的に解決する解
法のよさを知ろうとする。
○x切片とy切片が与えら
れた直線の方程式につい
て，一般に成り立つ性質を
考察しようとする。
○ある点を通り与えられた
直線に平行な直線，垂直
な直線の方程式を公式化
し，利用しようとする。
○2直線の交点を通る直
線の方程式に興味・関心
をもち，具体的な問題に利
用しようとする。
○垂心について，直線の
方程式を利用して代数的
に考察しようとする。

7月 座標や式を用いて，円の
性質や関係を数学的に表
現し，その有用性を認識す
るとともに，事象の考察に
活用できるようにする。

○与えられた条件を満たす円の方程
式の求め方を理解している。
○x， y の2次方程式を変形して，その
方程式が表す図形を調べることができ
る。
○図形 F(x,y)=0 が点 (s,t)  を通る
ことを F(s,t)=0 として処理できる。
○3点を通る円の方程式を求めること
ができる。
○円と直線の共有点の座標を求める
ことができる。
○円と直線の位置関係を，適切な方法
で判定できる。
○円の接線の公式を理解していて，そ
れを利用できる。
○円外の点から引いた接線の方程式
を求めることができる。
○2つの円の位置関係を，中心間の距
離と半径の関係から調べることができ
る。
○2つの円の位置関係と，中心間の距
離と半径から，円の方程式を求めるこ
とができる。
○kF(x,y)+G(x,y)=0 の形を利用し
て，円の方程式を求めることができる。
○2つの円の共有点の座標を求める
際に，適切な方法で文字を消去するこ

○円の方程式が x， y の2次
方程式で表されることを理解
している。
○3点を通る円はこの3点を
頂点とする三角形の外接円
であることを理解している。
○円と直線の共有点の個数
を，2次方程式の実数解の個
数で考察することができる。
○円の中心から直線までの
距離と円の半径の大小関係
を代数的に処理することで，
円と直線の位置関係を考察
することができる。
○2つの円の位置関係を，中
心間の距離と半径の関係で
考察することができる。

○x， y の2次方程式が常
に円を表すとは限らないこ
とを考察しようとする。
○円と直線の位置関係
を，2次方程式の判別式
や，円の中心から直線まで
の距離と円の半径の大小
関係により調べようとする。
○2つの円の交点を通る
円の方程式に興味・関心
をもち，具体的な問題に利
用しようとする。
○x， y の2次方程式が常
に円を表すとは限らないこ
とを考察しようとする。

9 第２節　円
５．円の方程式
６．円と直線
７．2つの円
補充問題
コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，節末問題，章末問
題を取り扱う。

8 ・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，問題，章末問
題を取り扱う。

生徒の実態に合わせ
て，研究，節末問題を取
り扱う。

第２節　高次方程式
４．剰余の定理と因数定
理
５．高次方程式
補充問題
コラム
章末問題

11 第2章　複素数と方程式

第１節　複素数と２次方程
式の解
１．複素数とその計算
２．2次方程式の解
３．解と係数の関係
補充問題
コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，節末問題，章末問
題を取り扱う。

10 第3章　図形と方程式

第１節　点と直線
１．直線上の点
２．平面上の点
３．直線の方程式
４．2直線の関係
補充問題
コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・説明
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7月 図形を，与えられた条件を
満たす点の集合として認
識するとともに，不等式を
満たす点の集合が座標平
面上の領域を表すことを
理解し，それらを事象の考
察に活用できるようにす
る。

○点が満たす条件から得られた方程
式を，図形として考察することができ
る。
○軌跡の定義を理解し，与えられた条
件を満たす点の軌跡を求めることがで
きる。
○媒介変数処理が必要な軌跡の求め
方を理解している。
○不等式の表す領域を図示することが
できる。
○連立不等式の表す領域を図示する
ことができる。
○領域を利用する1次式の最大値・最
小値の求め方を理解している。

○平面上の点の軌跡を，座
標平面を利用して考察するこ
とができる。
○軌跡を求めるには，逆につ
いても調べる必要があること
を理解している。
○不等式の満たす解を，座標
平面上の点の集合としてみる
ことができる。

○点が満たす条件から得
られた方程式がどのような
図形を表しているかを考
察しようとする。
○少し複雑な不等式の表
す領域についても，興味を
もち，取り組もうとする。
○不等式を含む命題を，
不等式の表す領域を用い
て証明することに興味・関
心をもつ
○不等式の表す領域を確
認する方法に興味をもち，
実際の問題に利用してみ
ようとする。

9月 角の概念を一般角まで拡
張して，三角関数に関する
様々な性質や式とグラフ
の関係について多面的に
考察できるようにする。

○一般角を表す動径を図示したり，動
径の表す角を α+360°×n と表したりす
ることができる。
○角度の表し方に度数法と弧度法が
あることを理解している。また，弧度法
の定義を理解し，度数法と弧度法の換
算をすることができる。
○扇形の弧の長さと面積の公式を理
解している。
○弧度法で表された角の三角関数の
値を，三角関数の定義によって求める
ことができる。
○単位円周上の点の座標を，三角関
数を用いて表すことができる。
○三角関数の相互関係を理解し，それ
らを利用して様々な値を求めたり，式変
形をしたりすることができる。
○いろいろな三角関数のグラフのかき
方と周期の求め方を理解している。
○三角関数の性質とグラフの特徴を相
互に理解している。
○θ+2nπ や-θ などの公式を理解し，そ
れらを用いて三角関数の値を求めるこ
とができる。
○三角関数を含む2次方程式の解き
方を理解している。
○三角関数を含む関数の最大値・最

○一般角を動径とともに考察
することができる。
○弧の長さで角を図る方法
として，弧度法を考察すること
ができる。
○三角比の定義を，三角関
数の定義に一般化することが
できる。
○単位円上の点の動きから，
三角関数のグラフを考えるこ
とができる。
○三角関数の性質を，グラフ
の特徴とともに考察すること
ができる。
○三角関数の性質を，単位
円を用いて考察することがで
きる。
○三角関数を含む方程式・
不等式を解く際に，単位円や
グラフを図示して考察するこ
とができる。また，その解き方
を理解している。
○-1≦sinθ≦1 などに注意し
て，おき換えによって三角関
数を含む関数の最大値・最
小値を考察できる。

○弧度法に興味をもち，角
度の換算に取り組もうとす
る。
○三角比の定義を一般化
して，三角関数の定義を考
察しようとする。
○y=sinθ と y=cosθ の
グラフが同じ形の曲線で
あることに興味・関心をも
つ。
○周期関数に興味をもち，
その性質を調べようとす
る。
○単位円や三角関数のグ
ラフを利用して，三角関数
の性質を調べようとする。
○三角関数を含む方程
式・不等式を解くことに取
り組む意欲がある。
○サインカーブが円柱の
切り口に現れることに興
味・関心をもち，身近な例
を調べようとする。

9月
10月

加法定理を理解し，それら
を事象の考察に活用でき
るようにする。

○加法定理を利用して，種々の三角関
数の値を求めることができる。
○正接の加法定理を利用して，2直線
のなす角を考えることができる。
○2倍角，半角の公式などを利用して，
三角関数の値を求めたり，等式を証明
したりすることができる。
○2倍角の公式を利用して，三角関数
を含むやや複雑な方程式・不等式を解
くことができる。
○三角関数の合成について理解して
いる。

○角を弧度法で表した場合
にも，加法定理が適用でき
る。
○正接の定義と加法定理を
利用して，2直線のなす角を
考えることができる。
○2倍角の公式を利用して，
三角関数を含むやや複雑な
方程式・不等式の角を統一し
て考えることができる。
○xの関数y=asinx+bcosx
の式を適切に変形すること
で，関数の最大値・最小値を
求めることができる。
○合成後の変数のとる値の
範囲に注意して，
asinx+bcosx=k の形の方
程式を解くことができる。

○加法定理の証明につい
て，一般角に対しても成り
立つことに興味をもち，考
察しようとする。
○同じ周期をもつ2つの関
数
y=sinx と y=cosx を合
成すると
そのグラフは位相がずれ
た正弦曲線になることに
興味・関心をもつ。
○加法定理を利用して，座
標平面上の点の回転を考
察することに関心をもち，
具体的な問題に取り組も
うとする。
○三角関数と複素数の表
示（極形式）との関係に興
味を示し，3倍角の公式な
どを導こうとする10月 指数関数について理解

し，それらを事象の考察に
活用できるようにする。

○指数が整数の場合の累乗の定義を
理解し，累乗の計算や，指数法則を利
用した計算をすることができる。
○累乗根の定義を理解し，累乗根の計
算ができる。
○指数が有理数の場合の累乗の定義
を理解し，累乗の計算や，指数法則を
利用した計算をすることができる。ま
た，累乗根を含む計算では，分数指数
を利用して計算することができる。
○指数が無理数の場合の累乗根の意
味を理解することができる。
○指数関数のグラフの概形，特徴を理
解している。
○底と1の大小に注意して，指数関数
を含む不等式を解くことができる。
○x軸方向，y軸方向に平行移動した
指数関数のグラフをかくことができる。
○a^x>0 に注意して，おき換えによっ
て指数方程式・不等式を解くことがで
きる

○指数法則が成り立つよう
に，指数の範囲を正の整数か
ら実数にまで拡張しているこ
とを理解している。
○累乗根をグラフによって考
察することができる。
○指数関数 y=a^x  のグラ
フが定点(0，1)を通ることを
理解している。
○指数関数の増減によって，
大小関係や不等式・方程式
を考察することができる。

○累乗根の性質に興味を
示し，具体的に証明しよう
とする。
○負の数のn 乗根に興味
を示し，具体的に理解しよ
うとする。
○指数関数のグラフの概
形を，点をプロットしてかこ
うとする意欲がある。
○2の3乗根を小数で表す
ことに興味を示し，実際に
取り組もうとする。

11月 対数関数について理解
し，それらを事象の考察に
活用できるようにする。

○指数と対数とを相互に書き換えるこ
とができる。
○対数の定義を理解し，対数の値を求
めることができる。
○対数の性質に基づいた種々の対数
の値の計算ができる。
○底の変換公式を等式として利用でき
る。
○対数関数のグラフの概形，特徴を理
解している。
○底と1の大小に注意して，対数関数
を含む不等式を解くことができる。
○対数の性質を用いる際に，真数が正
であることに着目できる。
○正の数を a×10^n  の形に表現し
て，対数の値を求めることができる。
○常用対数の定義を理解し，それに基
づいて種々の値を求めることができる。
○常用対数を利用して，桁数の問題や
小数首位問題などを解くことができる。
○x軸方向に平行移動した対数関数
のグラフをかくことができる。
○おき換えによって関数の最大・最小
問題を解くことができる。

○対数log_aM  が M=a^p
を満たす指数 p を表してい

ることを理解している。

○指数法則から，対数の性質

を考察することができる。

○対数と指数の関係から，両

者のグラフが互いに直線

y=x に関して対称であるとい

う見方ができる。

○対数関数 y=log_ax  のグ

ラフが定点(1，0)を通ることを

理解している。

○対数関数の増減によって，
大小関係や方程式・不等式

を考察することができる。

○ n 桁の数，小数首位第 n
位の数を，不等式で表現する
ことができる。

○指数と対数との相互関
係に興味・関心をもつ。
○やや複雑な対数方程
式，対数不等式に積極的
に取り組もうとする。
○桁数や小数首位の問題
を一般的に考察しようとす
る。
○現実世界の問題を，常
用対数を用いて考察しよう
とする。

10 第２節　加法定理
６．加法定理
７．加法定理の応用
補充問題
コラム
章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，問題，章末問
題を取り扱う。

10 第３節　軌跡と領域
８．軌跡と方程式
　
９．不等式の表す領域
補充問題
コラム
章末問題

生徒の実態に合わせ
て，研究，補充問題を取
り扱う。

第１節　三角関数
１．角の拡張
２．三角関数
３．三角関数のグラフ
４．三角関数の性質
５．三角関数の応用
補充問題
コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，節末問題，発展，章
末問題を取り扱う。

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・説明

13

5 第１節　指数関数
１．指数の拡張
２．指数関数
補充問題
コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，問題，章末問
題を取り扱う。

13 第２節　対数関数
３．対数とその性質
４．対数関数
５．常用対数
補充問題
コラム
章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，問題，章末問
題を取り扱う。
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11月
12月

微分係数や導関数の意
味について理解し，それら
の有用性を認識するとと
もに，事象の考察に活用
できるようにする。

○極限値を計算して微分係数を求め
るとき，分母の h は0でないことを理解
している。
○平均変化率，微分係数の定義を理
解し，それらを求めることができる。
○微分係数の図形的意味を理解して
いる。
○定義に基づいて導関数を求める方
法を理解している。
○導関数の性質を利用して，種々の導
関数の計算ができる。
○導関数を利用して微分係数が求め
られることを理解している。
○変数がx，y以外の関数について，導
関数が求められる。
○接点の x 座標が与えられたとき，接
線の方程式を求めることができる。
○接線の方程式の公式を利用して，接
線の方程式を求めることができる。
○曲線外の点から曲線に引いた接線
の方程式の求め方を理解している。
○微分係数の値などから関数を決定

○平均変化率における x の
変化量 h は負でもよいことを
理解している。
○導関数を表す種々の記号
を理解していて，それらを適
切に使うことができる。
○定点Cから曲線に接線を
引くとき，接点Aにおける接線
が点Cを通ると読み替えるこ
とができる。

○接線の傾きと微分係数
との関連を図形的に考察
しようとする。
○関数 x^n  の導関数に
ついて，二項定理を用いた
証明に興味をもち，考察し
ようとする。
○曲線外の点から曲線に
引いた接線の方程式を求
めようとする。
○平均の速さと瞬間の速
さに興味をもち，平均変化
率や微分係数との関連を
考察しようとする。

1月 導関数の理解を深めると
ともに，導関数の有用性を
認識できるようにする。

○導関数を利用して，関数の増減を調
べることができる。
○関数の増減や極値を調べるのに，増
減表を書いて考察している。
○導関数を利用して，関数の極値を求
めたり，グラフをかいたりすることがで
きる。
○関数の極値が与えられたとき，関数
を決定することができる。
○導関数を利用して，関数の最大値・
最小値を求めることができる。
○最大・最小の応用問題では，変数の
とり方，定義域に注意して解くことがで
きる。
○導関数を利用して，方程式の実数解
の個数問題，不等式の証明問題を解く
ことができる。
○不等式 f(x)≧0 を，関数 y=f(x)
の最小値が0以上と読み替えることが

○接線の傾きで関数の増減
が調べられることを理解して
いる。
○f'(a)=0 は，f(a)  が極値
であるための必要条件では
あるが，十分条件ではないこ
とを理解している。
○最大値・最小値と極大値・
極小値の違いを，意識して考
察できる。
○方程式の実数解の個数
を，関数のグラフと x 軸の共
有点の個数に読み替えて考
察できる。
○不等式を，関数のグラフと
x 軸との上下関係に読み替
えて，考察できる。

○関数の増減や極値を調
べ，3次関数のグラフをで
きるだけ正しくかこうとす
る。
○関数の増減や極値を調
べ，4次関数のグラフをで
きるだけ正しくかこうとす
る。
○身近にある最大値・最
小値の問題を，微分法を
利用して解決しようとする。
○方程式や不等式を関数
的視点で捉え，微分法を
利用して解決しようとする。
○3次関数の対称性につ
いて，対称の中心となる点
（変曲点）について考察し
ようとする。

2月
3月

積分の考えについて理解
し，それらの有用性を認識
するとともに，事象の考察
に活用できるようにする。

○不定積分の計算では，積分定数を
書き漏らさずに示すことができる。
○不定積分の定義や性質を理解し，そ
れを利用する不定積分の計算方法を
理解している。
○与えられた条件を満たす関数を，不
定積分を利用して求めることができる。
○定積分の定義や性質を理解し，それ
を利用する定積分の計算方法を理解
している。
○上端が変数 x である定積分で表さ
れた関数を微分して処理することがで
きる。
○直線や曲線で囲まれた部分の面積
を，定積分で表して求めることができ
る。

○微分法の逆演算としての
不定積分を考察することがで
きる。
○定積分の性質の等式を，
左辺から右辺，右辺から左辺
への変形として利用できる。
○上端が x である定積分
を，x の関数とみることができ
る。
○面積を求める際には，グラ
フの上下関係，積分範囲など
を，図をかいて考察している。
○図形の対称性に着目した
面積計算をすることができ
る。
○3次関数のグラフとx軸と
で囲まれた2つの部分の面

○積分法が微分法の逆演
算であることから，不定積
分を求めようとする。
○定積分の性質を利用し
て，計算がなるべく簡単に
なるように工夫して計算し
ようとする意欲がある。
○面積 S(x)  が関数
f(x)  の原始関数の1つで
あることに興味・関心をも
ち，考察しようとする。
○直線や曲線で囲まれた
部分の面積を，定積分を
用いて求めようとする。
○絶対値記号を含む関数
の積分の意味に興味をも
ち，具体的な問題に取り組

総時数 140

14 第３節　積分法
６．不定積分
７．定積分
８．定積分と面積
補充問題
コラム
章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，問題，章末問
題を取り扱う。

8 第１節　微分係数と導関
数
１．微分係数
２．導関数とその計算
３．接線の方程式
補充問題
コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，問題，章末問
題を取り扱う。

9 第２節　関数の値の変化
４．関数の増減と極大・極
小
５．関数の増減・グラフの
応用
補充問題
コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，問題，章末問
題を取り扱う。
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沖縄県立

学科・コース

学年・学級 単位数 単位

教科書

副教材

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

４月
５月

多項式の乗法・除法及び
分数式の四則計算につ
いて理解できるようにす
る。

○展開の公式を用いて，3乗に関わる式を展開す
ることができる。
○3次の因数分解の公式を理解し，それらを用い
て因数分解することができる。
○式の形の特徴に着目して変形し，因数分解の公
式が適用できるようにすることができる。
○パスカルの三角形の性質を理解し，パスカルの
三角形の作り方がわかる。
○二項定理を利用して，展開式やその項の係数を
求めることができる。
○二項定理を3項の場合に適用することで，展開
式の項の係数を求めることができる。
○多項式の割り算の計算方法を理解している。
○分数式を分数と同じように約分して扱うことがで
きる。
○分数式の乗法・除法ができる。
○分数式の加法・減法ができる。
○恒等式の性質を理解している。
○恒等式となるように，係数を決定することができ
る。

○数学Ⅰで既習の2次式の展開
公式を利用して，3次式の展開公
式を導くことができる。
○やや複雑な式の因数分解に取
り組もうとする。
○(a+b)^nの展開式を深く分析
し，係数についての法則を推測す
ることができる。○多項式の割り
算の結果を等式で表して考察す
ることができる。
○分数式の計算の結果を，既約
分数式または多項式に表すこと
ができる。
○分数式を分数と同じように通
分して扱うことができる。
○分数式の計算の結果を，既約
分数式または多項式に表すこと
ができる。

○3乗に関わる展開の公式を
自ら導こうとする。
○パスカルの三角形や二項
定理の対称性やそこに現れる
数の並びに興味をもって調べ
ようとする。
○〖 (a+b+c)〗^n  を展開
したときの
〖 a〗^p 〖 b〗^q 〖 c〗^r
の係数がどうなるかを，興味・
関心をもって調べようとする。
○恒等式の係数を決定する
際に，係数比較法と数値代入
法とを，比較して考察しようと
する。

数の範囲や式の性質に
着目し，等式や不等式が
成り立つことを証明でき
るようにする。

○A=B の証明を，適切な方法で行うことができ
る。
○与えられた条件式の利用方法を考え，等式を証
明することができる。
○比例式を =k とおいて処理することができる。
○実数の大小関係の基本性質を理解している。
○不等式A＞B を証明するには
A－B＞0 を示せばよいことを利用して，不等式を
証明することができる。
○実数の平方の性質を利用して，不等式を証明す
ることができる。
○平方の大小関係を利用して，不等式を証明する
ことができる。
○相加平均と相乗平均の大小関係を利用して，不
等式を証明することができる。

○与えられた条件式の利用方法
を考え，等式を証明することがで
きる。
・例題11，練習19
○不等式の証明で，等号が成り
立つ場合について考察できる。
・例題14，15，練習22，23
○不等式の証明に実数の平方の
性質を利用できるように，式変形
を考えることができる。
・例題14，15，練習22，23
○同値な不等式を証明すること
で，もとの不等式を証明すること
ができる。

○等式の証明を通して，数学
の論証に興味・関心をもつ。
・p.26，27
○不等式の証明を通して，数
学の論証に興味・関心をも
つ。
・p.28～31
○相加平均と相乗平均の大
小関係の有用性に興味・関心
をもつ。
・p.32，33
○相乗平均の意味を理解し，
日常生活への適用に興味・関
心をもつ。

５月 方程式についての理解を
深め，数の範囲を複素数
まで拡張して2次方程式
を解くことができるように
する。

○複素数の相等の定義を理解している。
○複素数の四則計算ができる。
○複素数の除法では，分母と共役な複素数を分
母と分子に掛ければよいことを理解している。
○負の数の平方根を理解している。
○2次方程式の解の公式を利用して，2次方程式
を解くことができる。
○判別式を利用して，2次方程式の解を判別する
ことができる。
○解と係数の関係を使って，2次方程式の解の和
と積を求めることができる。
○解と係数の関係を使って，対称式の値を求める
ことができる。
○対称式を基本対称式で表して，式の値を求める
ことができる。
○与えられた2数を解にもつ2次方程式が1つには
定まらないことを理解している。
○2数を解とする2次方程式を作ることができる。
○和と積が与えられた2数を，2次方程式を解くこ
とにより求めることができる。

○複素数の表記を理解し，複素
数a+0iを実数aと同一視できる。
○平方根を負の数にまで拡張す
ることができる.
○2次方程式の解について，実際
に解を求めずに，判別式で解の
種類を判別することができること
を理解している。
○2次方程式の解に関する種々
の問題を，解と係数の関係を利
用して考察しようとする。
○やや複雑な2数を解とする2次
方程式がどのようなものである
か，解と係数の関係を利用して考
察することができる。

○方程式が常に解をもつよう
に考えられた複素数に興味・
関心を示し，考察しようとす
る。
○2次方程式の解が虚数にな
る場合もあることに興味を示
し，2次方程式の解を考察しよ
うとする。
○2次式を複素数の範囲で因
数分解することに興味をもち，
問題に取り組もうとする。

10 第２章 複素数と方程式
第１節 複素数と2次方程式
の解
１．複素数
２．2次方程式の解と判別式
３．解と係数の関係
節末問題，コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・説明

生徒の実態に合わせて，
発展を取り扱う。

9 第２節  等式・不等式の証明
７．等式の証明

８．不等式の証明
９．相加平均と相乗平均
節末問題，コラム

章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・説明

生徒の実態に合わせて，
発展を取り扱う。

月
指導
時数

学習内容
（配当時間）

学習のねらい
評価規準

評価方法

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養
う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目の目標

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数
学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点
及び

その趣旨

備考

12 第１章 式と証明
第１節 式と計算
１．多項式の乗法と因数分解
２．二項定理，研究
３．多項式の割り算
４．分数式の乗法・除法
５．分数式の加法・減法
６．恒等式

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・説明

生徒の実態に合わせて，
発展を取り扱う。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分の考えについ
ての基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する
力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を
的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養
う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

科目 数学Ⅰ

最新　数学Ⅱ　(数研出版)

　パラレルノート　数学Ⅱ　(数研出版)

普通科（BIクラス）

久米島 高等学校

教科 数学
２年２組，２年３組 4

令和 5 年度 数学Ⅱ 年間指導計画表
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6月 因数定理を理解し，因数
分解を利用して高次方程
式を解くことができるよう
にする。

○剰余の定理を利用して，多項式を1次式で割っ
たときの余りを求めることができる。
○P(k)=0 である k の値のみつけ方を理解し，高
次式を因数分解できる。
○因数分解や因数定理を利用して，高次方程式を
解くことができる。
○高次方程式の2重解，3重解の意味を理解して
いる。

○多項式を1次式で割った時の
余りを求めるのに，剰余の定理が
利用できることを理解している。
○多項式 P(x)  が x-k で割り
切れることを式で表現することが
できる。
○高次方程式を1次方程式や2
次方程式に帰着させることがで
きる。

○1の3乗根の性質に興味・
関心をもつ。

6月
７月

座標や式を用いて，直線
の性質や関係を数学的
に表現し，その有用性を
認識するとともに，事象の
考察に活用できるように
する。

○数直線上において，2点間の距離を求めること
ができる。
・例1，2，練習1
○数直線上において，線分の内分点，外分点の位
置を求めることができる。
・例3，練習2
○数直線上において，線分の内分点，外分点の座
標を求めることができる。
・例題1，練習3
○座標平面について理解している。
○座標平面上において，2点間の距離を求めるこ
とができる。
○座標平面上において，線分の内分点，外分点の
座標を求めることができる。
○図形的条件（点対称など）を式で表現できる。
○三角形の重心の座標の公式を理解している。
○与えられた条件を満たす直線の方程式の求め
方を理解している。
○x 軸に垂直な直線は y=mx+n の形で表せない
ことを理解している。
○2直線の平行条件を理解していて，それを利用
できる。
○2直線の垂直条件を理解していて，それを利用
できる。
○点と直線の距離の公式を理解していて，それを
利用できる。

○点の座標を求めるのに，図形
の性質を適切に利用できる。
○1点を通る直線の方程式から，
異なる2点を通る直線の方程式
に拡張して考察することができ
る。
○直線が x，y の1次方程式で表
されることを理解している。

○数直線上の点に関する公
式を利用して，平面上の問題
を考察しようとする。
○公式を利用して，直線の方
程式を求めようとする。
○2直線の平行・垂直の関係
を，直線の傾きに着目して考
察しようとする。

９月
１０月

座標や式を用いて，円の
性質や関係を数学的に
表現し，その有用性を認
識するとともに，事象の考
察に活用できるようにす
る。

○与えられた条件を満たす円の方程式の求め方
を理解している。
○x，yの2次方程式を変形して，その方程式が表
す図形を調べることができる。
○図形F(x，y)=0が点(s，t)を通ることをF(s，
t)=0として処理することができる。
○3点を通る円の方程式を求めることができる。
○円と直線の共有点の座標を求めることができ
る。
○円と直線の位置関係を，適切な方法で判定でき
る。
○円の接線の公式を理解していて，それを利用で
きる。
○円外の点から引いた接線の方程式を求めること
ができる。

○円の方程式がx，yの2次方程
式で表されることを理解してい
る。
○x，y の2次方程式が常に円を
表すとは限らないことを考察しよ
うとする。
○3点を通る円はこの3点を頂点
とする三角形の外接円であること
を理解している。
○円と直線の共有点の個数を，2
次方程式の実数解の個数で考
察することができる。
○円の中心から直線までの距離
と円の半径の大小関係を代数的
に処理することで，円と直線の位
置関係を考察することができる。

○与えられた方程式が表す図
形に興味・関心をもつ。
○円と直線の位置関係を，2
次方程式の判別式や，円の中
心から直線までの距離と円の
半径の大小関係により調べよ
うとする。

１０月
１１月

図形を，与えられた条件
を満たす点の集合として
認識するとともに，不等式
を満たす点の集合が座
標平面上の領域を表すこ
とを理解し，それらを事象
の考察に活用できるよう
にする。

○軌跡を求めるには，逆についても調べる必要が
あることを理解している。
○軌跡の定義を理解し，与えられた条件を満たす
点の軌跡を求めることができる。
○媒介変数処理が必要な軌跡の求め方を理解し
ている。
○不等式の表す領域を図示することができる。
○連立不等式の表す領域を図示することができ
る。
○領域を利用して，1次式の最大値・最小値の求
め方を理解している。

○平面上の点の軌跡を，座標平
面を利用して考察することができ
る。
○点が満たす条件から得られた
方程式を，図形として考察するこ
とができる。
○不等式を満たすx，yの組を，座
標平面上の点の集合としてみる
ことができる。
○連立不等式を満たすx，yの組
を，座標平面上の点の集合として
みることができる。

○点が満たす条件から得られ
た方程式がどのような図形を
表しているかを考察しようとす
る。
○条件として与えられた不等
式の表す領域を図示すること
により，1次式の最大値・最小
値が求められることに興味・
関心をもつ。

１２月
１月

角の概念を一般角まで
拡張して，三角関数に関
する様々な性質や式とグ
ラフの関係について多面
的に考察できるようにす
る。

○一般角を表す動径を図示したり，動径の表す角
を α+360°×n と表したりすることができる。
○弧度法の定義を理解し，度数法と弧度法の換算
ができる。
○扇形の弧の長さと面積を求める際に，中心角が
弧度法であることを理解している。
○扇形の弧の長さと面積の公式を理解している。
○弧度法で表された角の三角関数の値を，三角
関数の定義によって求めることができる。
○三角関数の相互関係を理解し，それらを利用し
て様々な値を求めたり，式変形をしたりすることが
できる。
○三角関数の性質を用いて，一般角の三角関数
の値を求めることができる。
○いろいろな三角関数のグラフのかき方と周期の
求め方を理解している。
○三角関数を含む方程式・不等式の解き方を理
解している。
○三角関数の相互関係を利用して，三角関数を含
む2次方程式を解くことができる。

○一般角を動径とともに考察す
ることができる。
○弧の長さで角を測る方法であ
る弧度法を考察することができ
る。
○三角比の定義を，三角関数の
定義に一般化して考察すること
ができる。
○単位円周上の点の座標を，三
角関数を用いて表すことができ
る。
○三角関数の性質を，単位円周
上の点の座標によって考察する
ことができる。
○単位円周上の点の動きから，
三角関数のグラフを考察すること
ができる。
○三角関数の性質を，グラフの
特徴とともに考察することができ
る。
○三角関数を含む方程式・不等
式を解く際に，単位円やグラフを
図示して考察することができる。

○新しい角の測り方である弧
度法に興味をもち，角度の換
算に取り組もうとする。
○三角比の定義を一般化し
て，三角関数の定義を考察し
ようとする。
○単位円を利用して，三角関
数の性質を調べようとする。
○y=sinθ と y=cosθ のグラ
フが同じ形の曲線であること
に興味，関心をもつ。
○周期関数に興味をもち，三
角関数のグラフの特徴を考察
しようとする。
○三角関数を含む方程式・不
等式の解くことに取り組む意
欲がある。

１月
２月

加法定理を理解し，それ
らを事象の考察に活用で
きるようにする。

○加法定理を利用して，種々の三角関数の値を求
めることができる。
○2倍角，半角の公式を利用して，三角関数の値
を求めることができる。
○2倍角の公式を利用して，三角関数を含むやや
複雑な方程式を解くことができる。
○三角関数の合成を理解している。
○三角関数の合成を利用して，関数の最大値・最
小値を求めることができる。

○2倍角の公式を利用して，やや
複雑な三角関数を含む方程式・
不等式の角を統一して考察する
ことができる。
○関数y=asinθ+bcosθのグラフ
をかくことができる。

○加法定理を2点間の距離の
公式を用いて証明しようとす
る。
○加法定理から，2倍角の公
式，半角の公式を導こうとす
る。
○プトレマイオスに関心をも
ち，考察しようとする。

11 第２節  加法定理
６．加法定理
７．加法定理の応用
８．三角関数の合成，コラム
節末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
節末問題，発展，章末問題
を取り扱う。

10 第３節  軌跡と領域
７．軌跡，研究
８．不等式の表す領域
９．連立不等式と領域
節末問題
章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
節末問題，章末問題を取
り扱う。

12 第４章 三角関数
第１節 三角関数
１．一般角
２．弧度法
３．三角関数
４．三角関数のグラフ
５．三角関数を含む方程式，
不等式

節末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究，補充問題を取り扱
う。

12 第３章 図形と方程式
第１節 点と直線
１．直線上の点
２．平面上の点
３．直線の方程式
節末問題，コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究，問題，章末問題を取
り扱う。

9 第２節　　円
５．円の方程式
６．円と直線
節末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究，節末問題を取り扱
う。

8 　第２節　高次方程式
４．剰余の定理と因数定理
５．高次方程式の解法
節末問題，コラム

章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
節末問題，章末問題を取
り扱う。
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２月
３月

指数関数，対数関数につ
いて理解し，それらを事象
の考察に活用できるよう
にする。

○指数が整数の場合の累乗の定義を理解し，累
乗の計算や，指数法則を用いた計算をすることが
できる。
○累乗根の定義を理解し，累乗根の計算ができ
る。
○指数が有理数の場合の累乗の定義を理解し，
累乗の計算や，指数法則を用いた計算をすること
ができる。
○累乗根を含む計算では，分数の指数を利用して
計算することができる。
○指数関数のグラフの概形，特徴を理解している。
○底と1の大小に注意して，指数関数を含む不等
式を解くことができる。
○指数と対数とを相互に書き換えることができる。
○対数の定義を理解し，対数の値を求めることが
できる。
○対数の性質に基づいた種々の対数の値の計算
ができる。
○底の変換公式を利用して，log のつかない数に
変換できる。
○対数関数のグラフの概形，特徴を理解している。
○底と1の大小に注意して，対数関数を含む不等
式を解くことができる。
○対数の性質を用いる際に，真数が正であること
に着目できる。
○正の数を a×10^n  の形に表現して，対数の値
を求めることができる。
○常用対数の定義を理解し，それに基づいて種々
の値を求めることができる。
○n桁の正の整数や小数首位が第n位の数を，不
等式で表現することができる。
○常用対数を利用して，桁数の問題や小数首位
の問題を解くことができる。

○指数が0や負の整数の場合も
正の整数の場合と同様の指数法
則が成り立つことを理解してい
る。
○累乗根をグラフによって考察す
ることができる。
○指数法則が成り立つように，指
数の範囲を有理数まで拡張して
いることを理解している。
○指数が整数の場合だけではな
く，無理数の場合まで拡張して，
累乗の定義を理解している。
○指数関数の増減によって，大
小関係や方程式・不等式を考察
することができる。
○対数log_aMがM=p^aを満た
す指数pを表していることを理解
している。
○指数法則と対数の定義から，
対数の性質を考察することがで
きる。
○対数と指数の関係から，両者
のグラフが互いに直線 y=x に関
して対称であるという見方ができ
る。
○対数関数の増減によって，大
小関係や方程式・不等式を考察
することができる。

○指数の範囲を正の整数か
ら0や負の整数に拡張する過
程に関心をもち，どのように定
義すればよいかと調べようとす
る。
○累乗根の性質に興味を示
し，具体的に証明しようとす
る。
○指数関数のグラフの概形
を，点をプロットしてかこうとす
る意欲がある。
○指数と対数との相互関係に
興味・関心をもつ。
○星の明るさに興味をもち，
考察しようとする。
○対数関数のグラフの概形
を，点をプロットしてかこうとす
る意欲がある。
○やや複雑な対数方程式，対
数不等式に積極的に取り組も
うとする。
○桁数や小数首位の問題を
一般的に考察しようとする。
○マグニチュードと対数の関
係に興味をもち，考察しようと
する。

２月
３月

２月
３月

積分の考えについて理解
し，それらの有用性を認
識するとともに，事象の考
察に活用できるようにす
る。

○不定積分の計算では，積分定数を書き漏らさず
に示すことができる。
○不定積分の定義や性質を理解し，それを利用す
る不定積分の計算方法を理解している。
○与えられた条件を満たす関数を，不定積分を利
用して求めることができる。
○定積分の定義を理解し，それを利用する定積分
の計算方法を理解している。
○定積分の公式や性質を理解し，それを利用する
定積分の計算方法を理解している。
○上端が変数xである定積分で表された関数を微
分して処理することができる。
○直線や曲線で囲まれた部分の面積を，定積分
で表して求めることができる。
○3次関数のグラフとx軸で囲まれた2つの部分の
面積の和を求めることができる。

○微分法の逆演算としての不定
積分を考察することができる。
○上端がxである定積分を，xの
関数とみなすことができる。
○面積を求める際には，グラフの
上下関係，積分範囲などを，図を
かいて考察することができる。

○積分法が微分法の逆演算
であることから，不定積分を求
めようとする。
○面積が定積分で表されるこ
とに興味・関心をもち，考察し
ようとする。

総時数 140

生徒の実態に合わせて，
研究，問題，章末問題を取
り扱う。

17 第６章 微分法と積分法
第１節  微分法
１．平均変化率と微分係数
２．導関数
３．いろいろな関数の微分
４．接線
５．関数の増減
６．関数の極大・極小
７．関数の最大・最小
８．方程式・不等式への応用
節末問題，コラム

微分係数や導関数の意
味について理解し，それら
の有用性を認識するとと
もに，事象の考察に活用
できるようにする。
積分の考えについて理解
し，それらの有用性を認
識するとともに，事象の考
察に活用できるようにす
る。

○平均変化率の定義を理解し，それを求めること
ができる。
○極限値を計算して微分係数を求めるとき，分母
のhは0でないことを理解している。
○微分係数の定義を理解し，それを求めることが
できる。
○定義に基づいて導関数を求める方法を理解して
いる。
○導関数の性質を利用して，種々の導関数の計算
ができる。
○導関数を利用して微分係数が求められることを
理解している。
○変数がx以外の関数について，導関数を求める
ことができる。
○接線の方程式の公式を利用して，接線の方程
式を求めることができる。
○曲線上にない点から曲線に引いた接線の方程
式の求め方を理解している。
○導関数を利用して，関数の増減を調べることが
できる。
○関数の増減を調べるのに，増減表を書いて考察
している。
○関数の極値を調べるのに，増減表を書いて考察
している。
○導関数を利用して，関数の極値を求めたり，グラ
フをかいたりすることができる。
○f^' (a)=0はf(a)が極値であるための必要条件
ではあるが，十分条件ではないことを理解してい
る。
○関数の極値が与えられたとき，関数を決定する
ことができる。
○導関数を利用して，関数の最大値・最小値を求
めることができる。
○最大・最小の応用問題では，変数のとり方，定義
域に注意している。
○導関数を利用して，最大値・最小値の応用問題
を解くことができる。
○導関数を利用して，方程式の実数解の個数，不
等式の証明の問題を解くことができる。

○指数が0や負の整数の場合も
正の整数の場合と同様の指数法
則が成り立つことを理解してい
る。
○累乗根をグラフによって考察す
ることができる。
○指数法則が成り立つように，指
数の範囲を有理数まで拡張して
いることを理解している。
○指数が整数の場合だけではな
く，無理数の場合まで拡張して，
累乗の定義を理解している。
○指数関数の増減によって，大
小関係や方程式・不等式を考察
することができる。
○対数log_aMがM=p^aを満た
す指数pを表していることを理解
している。
○指数法則と対数の定義から，
対数の性質を考察することがで
きる。
○対数と指数の関係から，両者
のグラフが互いに直線 y=x に関
して対称であるという見方ができ
る。
○対数関数の増減によって，大
小関係や方程式・不等式を考察
することができる。

○指数の範囲を正の整数か
ら0や負の整数に拡張する過
程に関心をもち，どのように定
義すればよいかと調べようとす
る。
○累乗根の性質に興味を示
し，具体的に証明しようとす
る。
○指数関数のグラフの概形
を，点をプロットしてかこうとす
る意欲がある。
○指数と対数との相互関係に
興味・関心をもつ。
○星の明るさに興味をもち，
考察しようとする。
○対数関数のグラフの概形
を，点をプロットしてかこうとす
る意欲がある。
○やや複雑な対数方程式，対
数不等式に積極的に取り組も
うとする。
○桁数や小数首位の問題を
一般的に考察しようとする。
○マグニチュードと対数の関
係に興味をもち，考察しようと
する。

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究，問題，章末問題を取
り扱う。

12 第２節  積分法
９．不定積分
１０．不定積分の計算
１１．定積分
１２．定積分の性質

１３．面積，研究

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・定期テスト
・説明

18 第５章 指数関数と対数関数
１．指数法則
２．指数関数とそのグラフ
３．対数
４．対数の性質，コラム
５．対数関数とそのグラフ
６．常用対数
問題，コラム

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワークシート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせて，
研究，問題，章末問題を取
り扱う。
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沖縄県立

学科・コース

学年・学級 単位数 単位

教科書

副教材

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

科目 数学B

新編　数学B（数研出版）

　study-upノート　数学Ⅱ＋B

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目の目標

数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよ
さを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点
及び
その趣旨

高等学校

教科 数学
普通科

2年2組，2年3組 2

令和 5 年度 数学B 年間指導計画表 久米島

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

数列，統計的な推測についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
数学と社会生活の関わりについて認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や
標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結
果を批判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決
したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

備考

４月
５月

13 第１章数列
第1節等差数列と等比数
列　　　　　　　　　　　　　　　　　１．
数列と一般項
２．等差数列
３．等差数列の和
４．等比数列
５．等比数列の和
補充問題
コラム

数列やその一般項の表
し方について理解する。
また，基本的な数列とし
て等差数列と等比数列
を理解し，それらの和を
求められるようにする。
また，これらの数列を
様々な事象の考察に役
立てようとする姿勢を
養う。

○数列の定義，表記について理解
している。
○数列に関する用語，記号を適切
に用いることができる。
○等差数列の公差，一般項などを
理解している。
○初項と公差を文字で表して，条
件から数列の一般項を決定でき
る。
○等差数列の和の公式を適切に
利用して，数列の和が求められる。
○自然数の和，奇数の和，偶数の
和などが求められる。
○等比数列の公比，一般項などを
理解している。
○初項と公比を文字で表して，条
件から数列の一般項を決定でき
る。
○等比数列の和の公式を，適切
に利用して数列の和が求められ
る。
○等比数列の和の公式を利用し
て，和の値から数列の一般項を求
めることができる。

○数の並び方からその規則
性を推定して，数列の一般
項を考察できる。
○等差数列の項を書き並べ
て，隣接する項の関係が考
察できる。
○等差数列の和を工夫して
求める方法について考察で
きる。
○等比数列の項を書き並べ
て，隣接する項の関係が考
察できる。
○等比数列の和を工夫して
求める方法について考察で
きる。

○数の並び方に興味をも
ち，その規則性を発見しよう
とする意欲がある。
○等差中項の性質に興味を
もち，問題解決に取り組もう
とする。
○等差数列の和を工夫して
求める方法に興味をもち，等
差数列の和の公式を導こう
とする意欲がある。
　
○等比中項の性質に興味を
もち，問題解決に利用しよう
とする。
　
○等比数列の和を工夫して
求める方法に興味をもち，等
比数列の和の公式を導こう
とする意欲がある。
○複利計算に興味・関心を
もち，具体的な問題に取り組
もうとする。
○フィボナッチ数列に興味・
関心をもち，その性質や一般
項を考察しようとする。
　

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・説明

生徒の実態に合わせて，
節末問題を取り扱う。

月
指導
時数

学習内容
（配当時間）

学習のねらい
評価規準

評価方法
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７月
９月

和の記号Σの表し方や
性質を理解し，活用で
きるようにする。また，い
ろいろな数列について，
その一般項や和を求め
たり，和から一般項を
求めたりできるようにす
る。
数列の帰納的な定義に
ついて理解し，漸化式
から一般項が求められ
るようにするとともに，
複雑な漸化式を既知の
ものに帰着して考えら
れるようにする。また，数
学的帰納法の仕組みを
理解し，様々な命題の
証明に活用できるよう
にする。

○漸化式の意味を理解し，具体的
に項が求められる。
○漸化式を適切に変形して，その
数列の特徴を考察することができ
る。
○おき換えを利用して，漸化式か
ら一般項を求めることができる。
○初項と漸化式から数列の一般
項が求められる。
○数学的帰納法を用いて等式，
不等式，自然数に関する命題を証
明できる。
○n≧kの場合に成り立つ不等式
を，数学的帰納法を用いて証明で
きる。
○ある整数の倍数であることを，
文字を用いて表現できる。

○初項と漸化式を用いて数
列を定義できることを理解し
ている。
○複雑な漸化式を，おき換
えなどを用いて既知の漸化
式に帰着して考えることがで
きる。
○自然数nに関する命題の
証明には，数学的帰納法が
有効なことを理解している。
○数学的帰納法で証明した
命題について，別の方法で
証明してそれらを比較するな
ど，多面的に考察することが
できる。

○おき換えや工夫を要する
複雑な漸化式について，考
察しようとする。
○an＋1＝pan＋qを満たす
数列の階差数列について，
具体的に考察しようとする。
○数学的帰納法を利用し
て，いろいろな事柄を積極的
に証明しようとする。

○図形の問題について，数
列で考察することに興味を
もち，具体的な問題に取り組
もうとする。

確率変数と確率分布に
ついて理解し，期待値
や分散，標準偏差など
を求めることを通じて，
分布の特徴を把握でき
るようにする。また，連続
型確率変数についても
理解し，正規分布を
様々な日常の事象の考
察に活用できるように
する。

１０月
１１月
１２月

第２章統計的な推測
第1節確率分布
１．確率変数と確率分布
２．確率変数の期待値と分
散
３．確率変数の和と積
４．二項分布
５．正規分布
補充問題
コラム

　6月 ・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，節末問題，章末問
題を取り扱う。

13 第３節漸化式と数学的帰
納法
９．漸化式
１０．数学的帰納法
補充問題
コラム
章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，節末問題を
取り扱う。

13 第2節いろいろな数列
６．和の記号Σ
７．階差数列
８．いろいろな数列の和
補充問題
コラム

和の記号Σの表し方や
性質を理解し，活用で
きるようにする。また，い
ろいろな数列について，
その一般項や和を求め
たり，和から一般項を
求めたりできるようにす
る。
数列の帰納的な定義に
ついて理解し，漸化式
から一般項が求められ
るようにするとともに，
複雑な漸化式を既知の
ものに帰着して考えら
れるようにする。また，数
学的帰納法の仕組みを
理解し，様々な命題の
証明に活用できるよう
にする。

○記号Σの意味と性質を理解し，
数列の和が求められる。
○第k項をkの式で表して，初項か
ら第n項までの和が求められる。
○階差数列を利用して，もとの数
列の一般項が求められる。
○数列の和Snと第n項anの関係
を理解し，数列の一般項が求めら
れる。
○階差数列利用，和Sn利用では，
初項の扱いに注意して一般項が
求められる。
○和の求め方の工夫をして，数列
の和が求められる。
○漸化式の意味を理解し，具体的
に項が求められる。
○漸化式を適切に変形して，その
数列の特徴を考察することができ
る。
○おき換えを利用して，漸化式か
ら一般項を求めることができる。
○初項と漸化式から数列の一般
項が求められる。
○数学的帰納法を用いて等式，
不等式，自然数に関する命題を証
明できる。
○n≧kの場合に成り立つ不等式
を，数学的帰納法を用いて証明で
きる。
○ある整数の倍数であることを，
文字を用いて表現できる。

○数列の和を記号Σで表し
て，和の計算を簡単に行うこ
とができる。
○和Σrkについて，既に学
んだ等比数列の和と捉えて
求めることができる。
○数列の規則性の発見に
階差数列が利用できる。
○初項から第n項までの和
に着目して，一般項を考察
できる。
○群数列を理解し，ある特
定の群に属する数の和が求
められる。
○初項と漸化式を用いて数
列を定義できることを理解し
ている。
○複雑な漸化式を，おき換
えなどを用いて既知の漸化
式に帰着して考えることがで
きる。
○自然数nに関する命題の
証明には，数学的帰納法が
有効なことを理解している。
○数学的帰納法で証明した
命題について，別の方法で
証明してそれらを比較するな
ど，多面的に考察することが
できる。

○自然数の2乗の和を工夫し
て求める方法に興味をもち，自
然数の2乗の和の公式を導こう
とする意欲がある。
○数列の規則性を，隣り合う2
項の差を用いて発見しようとす
る。
○f(k＋1)－f(k)を用いる和の
求め方に興味をもち，具体的な
問題に活用しようとする
○群数列に興味をもち，考察し
ようとする。
○自然数の3乗の和の公式を
求めようとする意欲がある。
○三角数，四角数，五角数に興
味をもち，五角数がつくる数列
の一般項を求める問題に取り
組もうとする。
○おき換えや工夫を要する複
雑な漸化式について，考察しよ
うとする。
○an＋1＝pan＋qを満たす数
列の階差数列について，具体
的に考察しようとする。
○数学的帰納法を利用して，い
ろいろな事柄を積極的に証明
しようとする。

○図形の問題について，数列
で考察することに興味をもち，
具体的な問題に取り組もうとす
る。

15 ○確率変数や確率分布について，
用語の意味を理解している。
○確率変数の確率分布を求める
ことができる。
○確率変数の期待値，分散，標準
偏差を求めることができる。
○確率変数の期待値E(X)や分散
V(X)などの計算式を理解して活
用できる。
○確率変数の和の期待値を，公
式を利用して求めることができる。
○複雑な確率分布の期待値を，
確率変数の和の期待値の公式な
どを利用して求めることができる。
○確率変数の独立について理解
している。
○独立な確率変数の積の期待値
を，公式を利用して求めることが
できる。
○独立な確率変数の和の分散
を，公式を利用して求めることが
できる。
○反復試行の結果を，二項分布
を用いて表すことができる。
○二項分布に従う確率変数の期
待値や分散を求めることができ
る。
○確率密度関数や分布曲線の定
義を理解し，連続型確率変数につ

○試行の結果を確率分布
で表すことの意味がとらえら
れている。
○確率変数の期待値，分
散，標準偏差などを用いて
確率分布の特徴を考察する
ことができる。
○確率変数の積の期待値
や和の分散と確率変数の性
質との相互関係がとらえら
れている。
○具体的な事象を二項分布
として捉え，考察することが
できる。
○正規分布の特徴を理解
し，様々な視点からとらえる
ことができる。
○正規分布を活用して現実
のデータについて考察する
ことができる。

○確率的な試行の結果を表
すのに確率分布を用いるこ
とのよさに気づき，確率分布
について積極的に考察しよ
うとする。
　
○確率変数の期待値，分散
に関する種々の公式を，その
定義や既知の公式を用いて
導こうとする。

○2つの確率変数の和や積
の期待値，分散に関する
種々の公式を，確率変数が
独立であるかどうかに注意
しながら導こうとする。
○二項分布に興味・関心を
もち，さいころを投げるなど
の具体的事項について考察
しようとする。
　
○二項分布に従う確率変数
の期待値，分散，標準偏差
の公式について，確率分布
の定義から導こうとする。
　・
○二項分布のグラフに関心
をもち，調べてみようとする。
○連続型確率変数につい

　

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究，節末問題を
取り扱う。

2 / 3 ページ



1月
2月

母集団と標本，標本平
均について理解し，特
に標本平均について
は，それが確率変数で
あることを正しく理解し
た上で考察できるよう
にする。また，母平均や
母比率の推定，正規分
布を用いた仮説検定が
できるようにし，それら
を日常の事象の考察や
様々な判断に積極的に
活用しようとする態度を
育てる。

○復元抽出と非復元抽出につい
て理解している。
○母集団分布と大きさ1の無作為
標本の確率分布が一致することを
理解し，母平均，母標準偏差を求
めることができる。
○標本平均が確率変数であるこ
とを理解している。
○母平均と母標準偏差から標本
平均の期待値と標準偏差を求め
ることができる。
○標本平均の分布を正規分布で
近似して確率を求めることができ
る。
○推定に関わる用語・記号を適切
に活用することができる。
○信頼区間の考え方を用いて，母
平均や母比率の推定ができる。
○仮説検定に関わる用語を適切
に活用することができる。
○仮説検定の考え方を用いて，日
常の身近な事象に対する主張を
検定することができる。

○母集団分布と大きさ1の
無作為標本の確率分布が
一致することについて考察
できる。
○母平均と母標準偏差の考
え方や標本平均の期待値と
標準偏差の考え方がわか
る。
○標本の大きさnを大きくし
たとき，標本平均がどのよう
な分布になるか直感的に理
解した上で，標本平均の値
がどの範囲にどれくらいの
確率で現れるか推測できる
ことを理解している。
○大数の法則について理解
し，標本の大きさnが大きく
なるときの標本平均の分布
の変化の様子について考察
できる。
○推定や信頼区間の考え方
がわかる。
○仮説検定の考え方がわか
る。
○片側検定と両側検定の違
いを理解し，どちらの検定を
するか正しく判断できる。

○現実に行われている様々
な調査が全数調査か標本
調査か，またその方法を採
用しているのはなぜかに興
味をもち，それぞれの調査の
特徴を調べたり考えたりしよ
うとする。
○母集団や標本の特徴を理
解しようとする。
　
○大数の法則に興味をも
ち，標本の大きさnが大きく
なるときの分布曲線の変化
を，コンピュータなどを用い
て積極的に調べようとする。
　
○母平均や母比率の推定
に関心を示し，信頼区間の
幅と標本の大きさや信頼度
との関係を考察しようとす
る。
○仮説検定によって様々な
判断ができることに興味を
もち，現実の問題の解決に
役立てようとする。
○標本の抽出方法にいくつ
か種類があることに興味・関
心をもち，どのような方法が
あるかを調べようとする。

総時数 70

16 第2節統計的な推測　　６．
母集団と標本
７．標本平均の分布
８．推定
９．仮説検定
補充問題
コラム
章末問題

・行動観察
・単元テスト
・確認テスト
・章末テスト
・振り返りシート
・レポート/ノート/ワーク
シート
・定期テスト
・説明

生徒の実態に合わせ
て，研究を取り扱う。

いて，確率を求めることができる。
○正規分布に従う確率変数Xを
標準正規分布に従う確率変数Z
に変換できる。
○標準正規分布に従う確率変数
Zについての確率を求めることが
できる。
○標準正規分布表を用いて，正
規分布に関する確率の計算がで
きる。
○日常の身近な問題を統計的に
処理するのに，正規分布を利用で
きる。
○二項分布に従う確率変数に関
する確率の計算を，正規分布に従
う確率変数で近似して求めること
ができる。
○連続的な確率変数について理
解し，その期待値と分散が求めら
れる。

　

　

　

て，離散型確率変数との違
いに注目して捉えようとす
る。
○現実のデータが正規分布
に近い分布になることがあ
ることに興味をもち，様々な
データについて考察しようと
する。
○二項分布について，試行
の回数nを大きくしたときの
分布曲線の変化をコン
ピュータで見るなどして，正
規分布に近づいていく様子
を自ら確かめようとする。
　
○偏差値に関心をもち，具
体例等からその意味を考察
しようとする。

3 / 3 ページ



沖縄県立久米島高等学校／数学科 

令和５(2023)年度年間授業計画表 

 
 
                        科目名  数学Ⅲ （３学年・普通科）６単位 210 時間 
                        

学
期 月 

指導内容 配
時 

当
数 

備

考 
章 単元 指導事項    

一
学
期 

4
月 第

１
章 

「
複 

素 

数 

平 

面
」 

複素数平面 ・複素数平面      ・複素数の実数倍 

・複素数の加法、減法  ・共役な複素数 

・絶対値と２点間の距離 
4 

24 

 

複素数の極形式と乗

法・除法 

・極形式        ・複素数の乗法、除法 
4  

ド・モアブルの定理 ・ド・モアブルの定理 4  

5
月 

複素数と図形 ・線分の内分点・外分点 ・方程式の表す図形 

・半直線のなす角 
5  

問題（1） 3  
演習問題（1） 4  

第
二
章 

「
式 

と 

曲 

線
」 

放物線 ・放物線の方程式    ・ｙ軸を軸とする放物線 2 

35 

 
楕円 ・楕円の方程式     ・焦点がｙ軸上にある楕円 

・円と楕円       ・軌跡と楕円 
3  

双曲線 ・双曲線の方程式   ・焦点がｙ軸上にある双曲線 

・直角双曲線      
3  

2 次曲線の平行移動 ・曲線の平行移動  

・ 022 =++++ edycxbxax の表す図形 

2  

6
月 

2 次曲線と直線 ・2 次曲線と直線の共有点 ・2 次曲線の接線の方程式 3  

2 次曲線の性質 ・2次曲線の性質 2  
問題 3  
曲線の媒介変数表示 ・媒介変数表示     ・直線群と媒介変数表示 

・一般角を用いた円の媒介変数表示  

・楕円の媒介変数表示  ・双曲線の媒介変数表示 

・媒介変数で表された曲線の平行移動・サイクロイド 

4  

極座標と極方程式 ・極座標        ・極座標と直交座標の関係 

・極方程式       ・2 次曲線の極方程式 
5  

コンピュータといろ

いろな曲線 

・媒介変数で表された曲線・極方程式で表された曲線 1  

問題 3  



演習問題 4  

第
三
章 

「
関 

数
」 

分数関数 
・

x
ky = のグラフ    ・ q

px
ky +
−

=  

・
dcx
baxy

+
+

= のグラフ ・分数関数のグラフと直線の共有点 

2 

14 

 

無理関数 
・ axy = のグラフ   ・ baxy += のグラフ 

・無理関数のグラフと直線の共有点 

2  

7
月 

逆関数と合成関数 ・逆関数        ・逆関数の性質 

・指数関数の逆関数   ・合成関数 
2  

問題 3  
演習問題 5  

二
学
期 

9
月 

第
四
章 

「
極 

限
」 

 
 

数列の極限 ・数列の収束と発散   ・数列の極限の性質 3 

31 

 
無限等比数列 ・無限等比数列の極限  ・無限等比数列の応用 

・漸近線で定められる数列の極限 

3  

無限級数 ・無限級数の収束と発散 ・無限等比級数 

・循環小数と無限等比級数・無限級数の性質 

・無限級数の収束・発散と項の極限 

5  

問題 3  
関数の極限 ・ ax → のときの関数の極限とその性質 

・極限の計算     ・極限が有限な値でない場合 

・関数の片側からの極限 

・ ∞→x 、 −∞→x のときの関数の極限 

・指数関数、対数関数の極限 

4  

三角関数と極限 
・三角関数の極限    ・

x
xsin
の極限 

・三角関数の極限の応用  

3  

関数の連続性 ・関数の連続性     ・連続関数の性質 3  
問題 3  
演習問題 4  

10
月 

第
五
章 

「
微 

分 

法
」 

 

微分係数と導関数 ・微分係数       ・微分可能と連続 

・導関数 

1 

19 

 

導関数の計算 ・導関数の計算     ・積の導関数 

・商の導関数      ・合成関数の微分法 

・逆関数の微分法 

4  

いろいろな関数の導

関数 

・三角関数の導関数   ・対数関数の導関数 

・指数関数の導関数 

3  

第ｎ次導関数 ・第ｎ次導関数 1  

関数のいろいろな表

し方と導関数 

・方程式 0),( =yxF で定められる関数の導関数 

・媒介変数表示と導関数 

2  

問題 3  



 

演習問題 5  
11
月 

第
六
章 

「
微 

分 

法 

の 

応 

用
」 

接線と法線 ・接線と法線 ・共有点で同じ接線をもつ２つの曲線 

・ 0),( =yxF で表される曲線の接線と法線 

2 

28 

 

平均値の定理 ・平均値の定理     ・平均値の定理の利用 2  

関数の値の変化 ・関数の増加と減少   ・関数の極大と極小 3  
関数の最大と最小 ・関数の最大と最小 1  
関数のグラフ ・曲線の凹凸      ・関数のグラフの概形 

・第 2次導関数と極値 

3  

方程式、不等式への応用 ・不等式の証明     ・方程式の実数解の個数 2  
問題 3  
速度と加速度 ・直線上の点の運動   ・平面上の点の運動 3  

12
月 

近似式 ・近似化 2  
問題 3  
演習問題 4  

三
学
期 

1
月 

第
七
章 

「
積 

分 
法
」 

不定積分とその基本

性質 

・不定積分       ・不定積分の基本性質 

・三角関数、指数関数の不定積分 

1.5 

37 

 

置換積分 ・ )( baxf + の不定積分 ・置換積分法 

・ )('))(( xgxgf の不定積分 ・
)(
)('

xg
xg

の不定積分 

2  

部分積分法 ・部分積分法 1  
いろいろな関数の不

定積分 

・分数関数の不定積分 ・三角関数に関する不定積分 1.5  

問題 3  
定積分とその基本性

質 

・定積分        ・定積分の性質 

・絶対値のついた関数の定積分 

2  

定積分の置換積分法 ・定積分の置換積分法  ・偶関数、奇関数の定積分 3  
定積分の部分積分法 ・定積分の部分積分法 3  

2
月 

定積分の種々の問題 ・定積分で表された関数 ・定積分と和の極限 

・定積分と不等式 

4  

問題 3  
演習問題 4  

第
八
章 

「
積 

分 

法 

の 

応 

用
」 

面積 ・曲線 )(xfy = で定まる図形の面積 

・曲線 )(ygx = で定まる図形の面積 

・曲線で囲まれた図形の面積 ・媒介変数表示と面積 

3 

22 

 

体積 ・定積分と体積     ・回転体の体積 5  
3
月 

曲線の長さ ・媒介変数表示された曲線の長さ  

・曲線 )(xfy = の長さ 

2.5  

速度と道のり ・直線上を運動する点と道のり 

・平面上を運動する点の道のり 

2.5  

問題 4  
演習問題 6  



沖縄県立久米島高等学校／数学科 

 

 

令和５(2023)年度 年間授業計画表 

 

科目名  数学セミナーⅠ（３学年・普通科 Aクラス）  ２単位 70時間 

 

 
学期 月 指導内容 配当時数 備考 

単元 指導内容 
1 
学 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4 
 

 
 

5 
 

 
6 

 
 
 

7 

数と式 
 
集合と命題 
 
2 次関数 
 
図形と計量 
 
データの分析 
 
場合の数と確率 
 
図形の性質 
 

式の計算、実数、1次不等式 

 

集合と命題 

 
2 次関数とグラフ、2 次関数の値の変化、2 次方程式と 2 次不等式 
 
三角比、三角形への応用 
 
データの分析 

 

場合の数、確率 

 

平面図形、空間図形  

2 
 

3 
 

4 
 

4 
 

4 
 

4 
 

4 

25 

 

2 
学 

期 
 
 
 
 
 
 
 

9 
 

 
 

10 
 
 

 
 

11 
 

 
 

12 
 

 

複素数と方程式 
 
図形と方程式 
 
三角関数 
 
指数関数・対数関

数 
 
微分法・積分法 
 
ベクトル 
 
数列  

複素数と 2 次方程式の解、高次方程式 
 
点と直線、円、軌跡と領域 
 
三角関数、加法定理 
 
指数関数、対数関数 
 
 
微分係数と導関数、関数の値の変化、積分法 
 
ベクトルとその演算、ベクトルと平面図形、空間のベクトル 
 

等差数列と等比数列、いろいろな数列、数学的帰納法  

5 
 

5 
 

5 
 

5 
 
 

5 
 

5 
 

5 

35 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
学 

期 
 

 

1 
 
 
 2 

数学ⅠAⅡB の範

囲の総復習 
数学Ⅰ・A・Ⅱ・B 

 

10 

10 

 

 

 

 

 



沖縄県立久米島高等学校／数学科 

 

 

令和５(2023)年度 年間授業計画表 

 

科目名  数学セミナーⅠ（３学年・普通科 BIクラス）  ２単位 70時間 

 

 

学期 月 
指 導 内 容 

配当時数 備考 
章 節 指 導 事 項 

1 

学 

期 

4月 

第１章 

数と式 

整式 単項式，多項式，次数と係数， １ 

12 

 

整式の加法・減法・乗法 整式の加法・減法・乗法，乗法定理 ２ 

展開公式 展開公式 ２ 

因数分解 因数分解の公式 ３ 

5月 

数の分類・実数の絶対値 有理数，無理数，絶対値 １ 

根号を含む式の計算 平方根の加法・減法・乗法，分母の有理化 ２ 

1章 診断テスト 1章まとめ １ 

第２章 

集合と論証 

集合 和集合，共通部分，補集合 １ 

４ 

6月 

命題と条件 命題の真偽，必要・十分条件 １ 

条件の否定，論証 否定，逆・裏・対偶 １ 

２章 診断テスト 2章まとめ １ 

第 3章 

2次関数とその

グラフ 

関数 関数，値域 １ 

８ 

２次関数のグラフ グラフの軸・頂点，平方完成 ４ 

7月 

２次関数の最大・最小 2次関数の最大値・最小値 １ 

２次関数の決定 2次関数の決定 １ 

３章 診断テスト 3章まとめ １ 

第 4章 

2次方程式と 2

次不等式 

２次方程式の解法 2次方程式の解法，解の公式 １ 

７ 

2 

学 

期 

9月 

２次方程式の実数解の個

数 

2次方程式の判別式，2次方程式の実数解の個数 
１ 

２次関数グラフと x軸 2次関数の x軸との共有点の座標・個数・位置関係 ２ 

２次不等式 2次不等式の解法，連立不等式 ２ 

４章 診断テスト 4章まとめ １ 

第 5章 

図形と計量 

タンジェント・サイン・コ

サイン 

三角比の定義 
１ 

８ 

三角比の相互関係 三角比の相互関係，90°－Aの三角比 １ 

三角比と座標 鈍角の三角比，単位円周上の三角比 １ 

三角比の性質 鈍角の三角比の相互関係，180°－θの三角比 １ 

10

月 

正弦定理 正弦定理，外接円の半径 １ 

余弦定理 余弦定理 １ 

三角形の面積 三角形の面積 １ 

第５章 診断テスト 5章まとめ １ 

第 6章 

データの分析 

データの整理・代表値 平均値・中央値・最頻値 １ 
５ 

データの散らばり 四分位数，箱ひげ図，分散・標準偏差 ２ 



データの相関 散布図，相関係数 １ 

11

月 

６章 診断テスト 6章まとめ １ 

第 1章 

順列と組合せ 

集合の要素の個数 集合の要素の個数 １ 

７ 

数え上げの原則 和の法則・積の法則 １ 

順列 順列の計算，円順列，重複順列 ２ 

組合せ 組合せの計算，組合せの性質，同じものを含む順列 ２ 

12

月 

１章 診断テスト 1章まとめ １ 

第 2章 

確率 

確率の意味 確率の意味・計算 １ 

７ 

確率の基本性質 事象，確率の加法定理，余事象の確率 ２ 

独立な試行の確率 独立試行の確率 １ 

反復試行の確率 反復試行の確率 １ 

条件付き確率と乗法定理 条件付き確率，乗法定理 １ 

3 

学 

期 

1月 

２章診断テスト 2章まとめ １ 

第 3章 

整数の性質 

約数と倍数，素因数分解 素因数分解，約数の利用 １ 

５ 

最大公約数と最小公倍数 最大公約数，最小公倍数 １ 

ユークリッドの互除法，

不定方程式 

ユークリッド互除法，1次不定方程式 
１ 

記数法，小数と分数 2進法，n進法，2進法の計算 １ 

３章 診断テスト 3章まとめ １ 

第 4章 

図形の性質 

三角形と比 三角形比，内角の二等分線と比 １ 

７ 

三角形の重心・外心・内

心，三角形の比の定理 

三角形の重心・外心・内心，チェバの定理 
１ 

円周角の定理 円周角の定理とその逆 １ 

2月 

円に内接する四角形 円に内接する四角形の性質，四角形の内接条件 １ 

接弦定理 円と接線，接弦定理 １ 

方べきの定理 方べきの定理 １ 

空間図形 2直線のなす角，2平面のなす角 １ 

 



沖縄県立久米島高等学校／数学科 

 

令和５(2023)年度年間授業計画表 

 
科目名 数学セミナーⅡ（３学年・普通科） ２単位 70時間 

 

 

学期 月 指導内容 配当時数 備考 

単元 指導内容 

1 
学 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4 
 
 
5 
 
 
6 
 
 
 
7 

 

数と式 
 
 
 
集合と命題 

・整式の加法・減法・乗法   

・因数分解   

・実数   

・1次不等式 

・集合   
・論理と集合 

2 
2 
2 
2 
2 
2 

12 

 

2 次関数 ・関数とグラフ   

・２次関数の最大・最小と決定   

・２次方程式   

・２次関数のグラフと𝑥𝑥軸との位置関係   

・2次不等式 

2 
2 
2 
2 
2 
2 

12 

2 
学 

期 
 
 
 
 
 
 
 

9 
 
 
 

 
10 
 
 

 
 

11 
 

 
 

12 
 

 

図形と計量 ・三角比の基本   

・三角比の拡張   

・正弦定理と余弦定理   

・三角形の面積，空間図形への応用 

2 
2 
2 
2 
2 
2 

12 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データの分析 ・データの整理，データの代表値   

・データの散らばり   

・データの相関 

2 
2 
2 
2 
2 

10 

場合の数 
 
 
確率 

・集合の要素の個数，場合の数   

・順列   

・組合せ 

・事象と確率，確率の基本性質   

・独立な試行・反復試行の確率   

・条件付き確率，確率の乗法定理 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

14 

3 
学 

期 
 

 

1 
 
 
 2 

図形の性質 
 
 
または 
 
 
整数の性質 

・三角形の辺の比，外心，内心，重心   

・三角形のいろいろな定理   

・円の基本性質   

・円と直線，２つの円   

・作図  

・空間図形 

・約数と倍数   

・整数の割り算と商・余り   

・ユークリッドの互除法   

・整数の活用 

2 
2 
2 
2 
2 

10 

 

 



沖縄県立久米島高等学校／数学科 

 

 

令和５(2023)年度年間授業計画表 

 

科目名 数学Ⅰ（1学年・園芸科） ２単位 70時間 

 

 

学期 月 
指 導 内 容 配 当 

時 数 
備考 

章 節 単  元 指 導 事 項 

１ 

学

期 

４ 

月 

 

１ 

章 

 

 

 

 

 

数 

と 

式 

１節 

数と式の計算 

計算の基本 
・正の数,負の数の計算  ・累乗の計算 

・分数の計算  ・計算の順序 
３ 

25 

 

文字を使った式 ・文字を使った式 １ 

単項式と多項式 

・単項式と多項式  ・整式  ・同類項 

・単項式の次数と係数  ・単項式の次数 

・多項式の次数と定数項  ・多項式の整理 

２ 

５ 

月 

多項式の加法と減法 ・多項式の加法と減法の計算 ２ 

多項式の乗法 

・指数  ・指数が正の場合の指数法則 

・単項式,多項式の積  ・多項式どうしの積 

・展開 

３ 

展開の公式 ・展開の公式 ２ 

６ 

月 

因数分解（１） ・因数分解  ・因数  ・因数分解の公式 ２ 

因数分解（２） ・因数分解の公式 ２ 

展開，因数分解の工夫 ・おきかえによる展開，因数分解 １ 

根号を含む式の計算 
・平方根の性質  ・根号を含む式の計算 

・分母の有理化 
４ 

７ 

月 

実数 
・実数と数直線  ・有理数と無理数   

・実数の分類  ・絶対値   
１ 

確認問題  ２ 

２ 

学 

期 

９ 

月 ２節 

1次不等式 

１次方程式 
・方程式の解  ・等式の性質 

・１次方程式の解法   
２ 

8 

不等式 ・不等号  ・不等式の表す値の範囲 １ 

不等式の性質 ・不等式の性質 １ 

不等式の解 

・不等式における解の意味 

・不等式を解く  

・１次不等式の解法 ・連立不等式の解法 

３ 

10 

月 

確認問題  １ 

３節 

集合と命題 

集合 

・ 集合とその要素  ・集合の表し方 

・ 共通部分と和集合  ・空集合 

・ 部分集合と包含関係 ・全体集合と補集合 

２ 

9 命題と集合 
・命題とその真偽 ・反例  ・仮定と結論 

・命題の真偽と集合 
２ 

必要条件と十分条件 
・必要条件と十分条件 ・必要十分条件 

・条件の否定 ・命題の逆・対偶の定義と意味 
３ 

11 

月 

確認問題  ２ 

章末問題 １ 1 

課題学習１ 紙の形の秘密にせまる １ 1 

 

 

 

 

１節 

2次関数のグラフ 

関数 ・関数の定義  ・関数の値   １ 

11 １次関数のグラフ ・1次関数のグラフ １ 

y = ax2のグラフ 
・ 2axy = のグラフ  

・放物線，軸，頂点などの用語 
１ 



12 

月 

 

 

 

 

 

２ 

章 

 

 

 

 

 

２ 

次 

関 

数 

y = ax2 + qのグラフ  ・ y = ax2 + qのグラフ  ・平行移動 １ 

y = a(x − p)2のグラフ ・ y = a(x − p)2のグラフ １ 

y = a(x − p)2 + q  
のグラフ 

・ y = a(x − p)2 + qのグラフ １ 

y = ax2 + bx + c 
のグラフ 

・ y = ax2 + bx + cの変形（平方完成） 

・ y = ax2 + bx + cのグラフ 
３ 

３

学

期 

１ 

月 

確認問題  ２ 

２節 

２次関数の値の 

変化 

2次関数の最大値， 

最小値（１） 

・2次関数の最大値・最小値 

・定義域に制限がない場合の最大値と最小値 
２ 

13 

2次関数の最大値， 

最小値（２） 
・定義域に制限がある場合の最大値と最小値 ３ 

２ 

月 

2次方程式 
・因数分解による 2次方程式の解法  

・解の公式を用いた 2次方程式の解法  
２ 

グラフと 2次方程式 ・2次関数のグラフと x 軸との共有点の個数 ２ 

グラフと 2次不等式 

（１） 

・不等式の解   

・2 次関数のグラフと x 軸との共有点が２個の

場合の 2次不等式 

１ 

グラフと 2次不等式 

（２） 

・2 次関数のグラフと x 軸との共有点が 1 個も

しくはない場合の 2次不等式 
１ 

３月 

確認問題  ２ 

章末問題 １ 1 

課題学習２ 半分に分ける １ 1 

 



沖縄県立久米島高等学校／数学科 

 

 

令和５(2023)年度年間授業計画表 

 

科目名 数学Ⅰ（２学年・園芸科） ２単位 70時間 

 

 月 
指 導 内 容 配 当 

時 数 
備考 

章 節 単  元 指 導 事 項 

１ 

学 

期 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

図 

形 

と 

計 

量 

第１節 

三角比 

１．直角三角形 

・相似な三角形の辺の比  

・三平方の定理  

・三角定規の三角形の辺の比  

2 

45 

 

２．三角比 ・鋭角の三角比の定義 3 

３．三角比の値 
・直角三角形における鋭角の三角比  

・30°，45°，60°の三角比 
3 

４．三角比の利用 ・図形の計量 4 

５．三角比の相互関係 ・Aと 90°-Aのサイン，コサイン 3 

確認問題 問題演習 4 

２ 

学 

期 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

第２節 

三角形への応用 

１．正弦定理 ・正弦定理とその利用（鋭角） 3 

２．余弦定理 
・余弦定理とその利用（鋭角）  

・余弦定理の測量への応用 
3 

３．三角形の面積 ・三角形の面積の公式（鋭角） 4 

４，鈍角の三角形 

・鈍角の三角比の定義 

・θと 180°-θのサイン，コサイン，タンジェ

ント 

・三角比の相互関係，正弦定理，余弦定理，三角

形の面積の公式（鈍角） 

4 

確認問題 3 

問題・コラム 3 

課題学習 3 

３ 

学 

期 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

デ
ー
タ
の
分
析 

データの分析 

１．データの整理 ・データを整理する方法 2 

25 

２．データの代表値 ・データの代表値 2 

３．データの散らばり

(1) 

・四分位数を用いたデータの散らばり 

・箱ひげ図 
2 

４．データの散らばり

(2) 

・分散，標準偏差を用いたデータの散らばり 

・四分位偏差と標準偏差の違い 
3 

５．データの相関と散

布図 

・散布図 

・散布図とデータの相関 
3 

６．相関係数 ・相関係数と相関 3 

７．コンピュータによ

るデータの分析 

・表計算ソフトの基本 

・計算式と関数 

・グラフの作成 

3 

章末問題 3 

 課題学習 2 

 



沖縄県立久米島高等学校／数学科 

 

令和５(2023)年度 年間指導計画表 

 

科目名 数学Ａ（３学年・園芸科）２単位 70時間 

 

 

学

期 
月 

指 導 内 容 配当 

時数 
備考 

章 節 単 元 指 導 事 項 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

場
合
の
数
と
確
率 

場合の数 

集合の要素の個数 

・ 集合の要素の個数を表す記号 

・ 共通部分、和集合、補集合の要素の個数 

・ 倍数の個数の求め方 

・ 集合を利用する文章題 

２ 

３８  

場合の数 

・ 場合の数を数え上げる方法 

・ 樹形図を用いる場合の数の求め方 

・ 積の法則とその利用 

・ 正の約数の個数の求め方 

４ 

順列 

・ 順列の定義、順列の総数 

・ 順列の総数 rn P とその利用、階乗の意味と記号 

・ ｎ個すべてを並べる順列の総数 

・ 順列の考え方の利用 

・ 円順列の導入、円順列の総数 

・ 円順列の考え方の利用、重複順列の導入 

・ 重複順列の総数、立方体の色塗り（研究） 

４ 

組合せ 

・ 組合せの定義、組合せの総数 

・ 組合せの総数 rn C とその利用 

・ rn C の性質 rnnrn CC −=  

・ 組合せの考え方の利用、組合せの利用と積の法則 

・ 組分けの総数 

・ 同じものを含む順列の総数とその利用 

・ 重複組合せ 

４ 

補充問題 ２ 

９ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

確率 

事象と確率 

・ 確率の導入 
・ 試行と事象、事象と集合の対応、全事象と根源事象 
・ 起こりうるすべての場合の表し方、同様に確からしいと確率の定義 

・ 簡単な事象の確率 
・ いろいろな事象の確率、順列の総数を用いた確率の計算 

・ 組合せの総数を用いた確率の計算 

３ 

確率の基本性質 

・ 積事象と和事象 
・ 互いに排反な事象と空事象、確率の基本性質の導入 

・ 確率の基本性質、確率の加法定理を用いた計算 

・ 加法定理を用いる確率の計算、余事象とその確率 

・ 余事象の確率の利用 

・ 一般の和事象の確率 

４ 

独立な試行の確率 

・ 試行の独立と事象の確率 

・ 独立な試行の確率とその利用 

・ 反復試行の確率とその利用 

４ 

条件付き確率 

・ 積事象の確率、 A が起こったときの B が起こる条件付き確率 

・ 条件付き確率の定義とその計算 

・ 確率の乗法定理、乗法定理を用いた確率の計算 
・ ３つ以上の事象の乗法定理、確率の乗法定理と加法定理 

４ 

補充問題 ２ 

章末問題 ３ 

課題学習 ２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
図
形
の
性
質 

平面図形 

三角形の辺の比 

・ 線分の内分と外分、角の二等分線と比（定理１） 

・ 角の二等分線と比、外角の二等分線と比（定理

２） 

２ 

３２  

１１ 
三角形の外心・内心・重心 

・ 三角形の辺の垂直二等分線の性質 

・ 外接円と外心、外心と角の大きさ 

・ 内角の二等分線の性質、内接円と内心 

・ 内心と角の大きさ、重心、中点連結定理の確認 

・ 重心の性質の利用 

２ 

チェバの定理、メネラウスの定理 
・ チェバの定理、底辺の長さが等しい三角形の面積比 

・ メネラウスの定理の利用 
２ 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

円に内接する四角形 

・ 円の弧と弦の性質、円周角の定理 
・ 円周角の定理の利用、定理の逆、円に内接する多角形 

・ 円に内接する四角形の性質 

・ 四角形が円に内接するための条件 

２ 

円と直線 

・ 円と直線の位置関係、円の直線と接線の長さ 

・ 円の戦線の長さを利用する図形の問題 

・ 三角形の内接円と接線の長さ 

・ 円の接線と弦の作る角 

・ 方べきの定理、円の接線と方べきの定理 

４ 

２つの円 

・ ２つの円の半径と中心間の距離を用いた位置関係の分類 

・ ２つの円の内接と外接、２つの円の共通接線 

・ ２つの円の共通接線の接点問題の距離 
２ 

作図 

・ 作図の意味、直線 上にない点を通り、 に平行な直線の作図 

・ 線分の内分点、外分点の作図 

・ いろいろな長さの線分の作図 

・ 長さ a の線分の作図 

３ 

補充問題 ２ 

空間図形 

直線と平面 

・ ２直線の位置関係（垂直、直交） 

・ 直線と平面の位置関係 

・ 直線と平面の垂直 

・ 交線、α ∥ β 、２平面のなす角、垂直、直交、α ⊥

β  

４ 

空間図形と多面体 
・ 多面体 
・ 正多面体の面、頂点、辺の数、オイラーの多面体定理 

・ 正多面体から切り取った立体 
３ 

章末問題 ３ 

課題学習 ２ 

まとめ １ 
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